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句
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や
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の
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テ
ク
ス
ト
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：
小
説
・
戯
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随
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・
短
歌
篇
へ

サ
イ
ト

鬼
火
へ

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
全
句
集

（
全
五
巻
）

（
全
編
集
・
全
補
注

：©
 2006

―2014

藪
野
唯
至
）

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集

四

続
書
簡
俳
句

（
大
正
十
二
年
～
昭
和
二
年
迄
）
附

辞
世
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○
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
緒
言

本
全
集
（
全
五
巻
）
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
リ
ン
ク
先
は
総
て
新
規
作
成
に
な
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
。

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
一

発
句

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
二

発
句
拾
遺

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
三

書
簡
俳
句

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
四

続

書
簡
俳
句

附

辞
世

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
五

手
帳
及
び
ノ
ー
ト
・
断
片
・
日
録
・
遺
漏

岩
波
版
旧
全
集
の
書
簡
（
第
十
巻
及
び
第
十
一
巻
）
か
ら
年
次
を
追
っ
て
、
俳
句
を
拾
い
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
以
上
の
句
集
に
入
集
し
て
い
る
も
の
と
の
重
複
し
て
も
、
採
用
し
て
い
る
。
書
簡
内
の
俳
句
同
士
で

表
記
す
べ
て
が
同
一
の
場
合
の
み
先
行
し
て
い
る
句
の
み
を
採
用
し
た
。
句
が
同
一
で
も
、
詞
書
の
有
無
、

そ
の
異
同
が
あ
る
場
合
も
、
採
用
し
た
。
手
紙
文
中
、
俳
句
関
連
の
記
載
で
気
づ
い
た
も
の
を
掲
げ
た
。
旧

全
集
版
書
簡
番
号
と
書
簡
番
号
下
の
日
附
（
消
印
や
推
定
の
場
合
は
そ
の
旨
注
記
し
た
）
及
び
宛
名
等
を
後

に
（

）
で
附
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
け
て
必
要
に
応
じ
、
句
に
関
わ
る
書
簡
内
容
の
要
約
や
、
作
句
当

時
の
芥
川
の
周
辺
等
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
注
記
し
た
（
書
簡
中
に
俳
句
が
な
く
て
も
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
興
味

深
い
俳
句
関
連
の
事
項
は
『
＊
俳
句
関
連
記
載
』
で
挿
入
し
た
）
。
注
記
に
は
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）

年
刊
の
筑
摩
書
房
全
集
類
聚
版
第
七
巻
及
び
第
八
巻
の
注
、
一
九
九
二
年
河
出
書
房
新
社
刊

鷺
只
雄
編
著

「
年
表
作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
」
、
一
九
八
八
年
近
代
文
藝
社
刊

中
田
雅
敏
「
俳
人
芥
川
龍
之
介

書
簡

俳
句
の
展
開
」、
一
九
九
二
年
蝸
牛
社
刊

中
田
雅
敏
編
著
「
蝸
牛
俳
句
文
庫
３

芥
川
龍
之
介
」
等
を
参
考

https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/gagiku1.pdf
https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/gakiku2.pdf
https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/gakiku3.pdf
https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/gakiku5.pdf


に
し
た
。
年
齢
は
満
年
齢
を
用
い
た
。【
こ
こ
ま
で
は
二
〇
〇
六
年
一
月
二
十
五
日
の
原
注
に
基
づ
く
】

岩
波
版
新
全
集
書
簡
縦
覧
を
行
い
、
新
発
見
書
簡
か
ら
の
発
見
句
を
補
遺
。
そ
の
際
、
書
簡
番
号
は
全
く

新
し
く
打
ち
直
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
て
区
別
し
、
表
記
は
恣
意
的
に
正
字
に
直
し
た
。

新
全
集
の
新
し
い
書
簡
と
旧
全
集
の
既
存
の
書
簡
の
句
の
ダ
ブ
り
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
新
全
集
で
の
発
見

部
分
を
そ
の
ま
ま
載
せ
、
省
略
し
て
い
な
い
が
、
相
似
相
同
及
び
新
発
見
句
は
注
で
明
記
し
た
。【
こ
の
段
は

二
〇
〇
九
年

自
二
月
至
三
月

追
記
】

今
回
、
縦
書
の
見
易
い
も
の
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
作
成
し
た
。
但
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
で
横
転
し
て
し
ま
う

幾
つ
か
の
正
字
が
あ
り
（
「
蝋
」
「
頬
」
「虛

」
等
）
、
そ
れ
ら
は
止
む
を
得
ず
新
字
で
示
し
て
い
る
の
で
、
御

了
承
願
い
た
い
。
但
し
、
そ
の
字
以
外
は
代
替
字
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
字
は
横
転
の
ま
ま
に
用
い
て
注
を

施
し
た
。

ま
た
、
前
の
注
記
以
降
の
本
全
五
巻
か
ら
成
る
句
集
全
体
の
詳
細
な
過
去
の
改
訂
・
追
加
更
新
履
歴
は
、

本
第
一
巻
の
ウ
ェ
ブ
横
書
版
の
冒
頭
注
を
参
照
さ
れ
た
い
（
最
終
更
新
は
二
〇
一
三
年
一
月
十
日
附
）
。
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
で
は
な
る
べ
く
各
句
を
落
ち
着
い
て
鑑
賞
出
来
る
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
版
の
配
置
を
大
幅
に
加
工
し
て
あ

る
。ま

た
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
作
業
の
中
で
、
注
も
内
容
や
表
記
法
で
一
部
を
改
変
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
こ
こ
の

み
に
附
し
た
注
も
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
（
但
し
、
人
物
注
は
私
が
不
案
内
な
人
物
に
限
っ
て
い
る

の
で
悪
し
か
ら
ず
）。

最
後
に
。

本
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
全
句
集
」（
全
五
巻
）
は
ネ
ッ
ト
上
は
も
と
よ
り
、
現
在
ま
で
発
行
さ
れ

て
い
る
如
何
な
る
芥
川
龍
之
介
俳
句
関
連
本
よ
り
も
多
く
の
我
鬼
俳
句
を
渉
猟
し
て
い
る
と
い
う
確
信
に
近

い
自
負
が
あ
る
。
本
テ
ク
ス
ト
は
二
〇
一
四
年
九
月
現
在
の
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
全
句
集
」
で
あ

る
。
ま
た
、
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
テ
ク
ス
ト
は
私
の
ブ
ロ
グ
の
六
十
二
万
ア
ク
セ
ス
突
破
記
念
と
し
て
作
成
し
た
。【
二

〇
一
四
年
九
月
日
】

http://homepage2.nifty.com/onibi/gakikusyuu0.html


大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年 

 
 
 
 

三
十
一
歳

山
々
を
枕
に
し
き
ぬ
み
の
蒲
團

（
一
〇
九
七

一
月
六
日

小
穴
隆
一
宛
。
表
記
違
い
。
渡
邊
庫
輔
と
の
寄
書
（
渡

邊
も
三
句
を
掲
げ
て
い
る
）
。
小
穴
は
前
年
の
手
術
が
手
遅
れ
で
、
一
月
四
日
に

再
手
術
、
右
足
を
切
断
し
た
。
こ
の
手
術
に
も
芥
川
は
立
ち
会
っ
て
い
る
。
小
穴

は
以
降
、
義
足
の
生
活
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
一
月
一
日
に
折
り
し
も
刊

行
さ
れ
た
『
文
藝
春
秋
』
巻
頭
に
、
芥
川
は
「
侏
儒
の
言
葉
」
を
毎
号
掲
載
し
出

す
。
）



 
 

庭
前

春
の
日
や
水
に
垂
れ
た
る
竹
の
枝

 
 

屋
後

篠
を
刈
る
餘
寒
の
山
の
深
さ
か
な

 
 

鄰
の
客

膀
胱
の
病
に
こ
も
る
う
ら
ら
か
な

 
 

山
徑
春
寂
寞

春
風
の
篠
に
消
え
た
る
麓
か
な

 
 

一
日
六
囘
入
浴

温
泉

デ

ユ

の
壺
底
な
め
ら
か
に
日
永
か
な



（
一
一
一
三

三
月
二
十
五
日

室
生
犀
星
宛
。
湯
河
原
か
ら
。
静
養
の
た
め
、

三
月
十
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
湯
河
原
の
中
西
屋
に
滞
在
。
ち
な
み
に
、
三

月
一
日
に
は
「
雛
」（
『
中
央
公
論
』
）
、「
猿
蟹
合
戦
」（『
婦
人
公
論
』）
を
、
三
月

二
十
日
に
は
戯
曲
「
二
人
小
町
」
を
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
に
発
表
し
て
い
る
。）

 
 

こ
の
頃
の
一
句

お
も
ひ
や
る
餘
寒
は
と
ほ
し
夜
半
の
山

（
一
一
一
五

四
月
五
日

室
生
犀
星
宛
。
湯
河
原
か
ら
。）

菜
の
花
は
雨
に
よ
ご
れ
ぬ
育
ち
か
な

（
一
一
一
九

四
月
十
三
日

下
島
勳
宛
。
こ
の
前
日
の
十
二
日
頃
、
「
保
吉
の



手
帳
か
ら
」
を
脱
稿
。
発
表
は
『
改
造
』
誌
上
で
、
五
月
一
日
。）

＊
俳
句
関
連
記
載

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四
月
十
四
日
附
一
一
二
三
高
濱
虚
子
宛
書
簡
の
文
面
を
見
る

と
、
こ
れ
と
と
も
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
へ
の
句
稿
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
底
本
の

こ
の
書
簡
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
大
正
十
二
年
六
月
か
ら
の
転
載
で
あ
っ
て
、
現
物

は
不
明
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
で
「
拝
啓
。
そ
の
後
製
造
し
た
句
を
お
目
に
か
け
ま

す
。
御
採
用
に
な
れ
る
の
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
へ
御
採
用
下
さ
い
。
次
手
に
少
し
能
書

を
述
べ
ま
す
。
こ
れ
は
皆
寫
生
句
で
す
。
そ
れ
か
ら
な
る
可
く
際
ど
く
な
い
や
う

に
／
＼
と
思
つ
て
製
造
し
ま
し
た
。
ど
う
か
そ
れ
だ
け
は
お
買
ひ
下
さ
い
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、『
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
一

発
句
』
の
「
そ

の
後
製
造
し
た
句
（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
大
正
十
二
年
六
月
）
」
を
指
す
。
但
し
、
こ

れ
に
は
虚
子
の
朱
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、
同
封
句
稿
の
復
元
は
困
難
で

あ
る
。
と
り
あ
え
ず
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
『
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集



一

発
句
』
か
ら
該
当
部
分
を
複
写
し
て
、
書
簡
俳
句
の
流
れ
を
概
観
出
来
る
よ

う
に
し
て
お
く
。

 
 
 

＊

そ
の
後
製
造
し
た
句
（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
大
正
十
二
年
六
月
）

春
三
句

 
 
 

湯
河
原
の
宿

三
月
や
茜
さ
し
た
る
萱
の
山

 
 
 

あ
て
か
い
な
、
あ
て
宇
治
の
生
ま
れ
ど
す

茶
畑
に
入
日
し
づ
も
る
在
所
か
な

荒
あ
ら
し
霞
の
中
の
山
の
襞

夏
七
句

土
用
浪
砂
す
ひ
あ
ぐ
る
た
ま
ゆ
ら
や



 
 
 

加
茂
川

笋
た
か
ん
な

の
皮
の
流
る
ゝ
薄
暑
か
な

木
の
枝
の
瓦
に
さ
は
る
暑
さ
か
な

 
 
 

漢
口

一
籃
の
暑
さ
照
り
け
り
巴
旦
杏

蒲
の
穗
は
ほ
ほ
け
そ
め
つ
ゝ
蓮
の
花

 
 
 

再
び
長
崎
に
遊
ぶ

唐
寺
の
玉
卷
芭
蕉
肥
り
け
り

 
 
 

園
藝
を
問
へ
る
人
に

あ
さ
あ
さ
と
麥
藁
か
け
よ
草
い
ち
ご

秋
五
句



秋
の
日
や
竹
の
實
垂
る
る
垣
の
外

 
 
 

碧
童
と
飮
す

枝
豆
を
う
け
と
る
も
の
や
澁
團
扇

 
 
 

病
あ
り

赤
と
き
や蛼

鳴
き
や
む
屋
根
の
裏

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
横
転
し
て
い
る
が
「蛼

」
は
（
む
し
へ
ん
）
＋
「
車
」
で
、「
い
と
ど
」
と
読
む
。
本
来
、

狭
義
的
に
は
直
翅
目
の
カ
マ
ド
ウ
マ
を
指
す
が
、
無
翅
で
鳴
か
な
い
。
こ
こ
は
、
コ
オ
ロ
ギ
を
指
す
。
「蛼

」

の
下
の
半
角
空
け
は
「蛼

」
と
連
続
さ
せ
る
と
「
鳴
」
の
字
も
一
緒
に
横
転
す
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
る
方

途
と
し
て
行
な
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
底
本
に
は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。］

線
香
を
干
し
た
と
こ
ろ
へ
桐
一
葉

野
茨
に
か
ら
ま
る
萩
の
さ
か
り
か
な

冬
五
句

初
霜
の
金
柑
の
こ
る
葉
越
し
か
な



 
 
 

伯
母
の
云
ふ

薄
綿
は
の
ば
し
兼
ね
た
る
霜
夜
か
な

霜
解
け
に
葉
を
垂
ら
し
た
り
大
八
ツ
手

 
 
 

菊
池
寛
に
贈
る

時
雨
る
ゝ
や
莟
こ
ぼ
る
ゝ
寒
さ
か
な

新
年
一
句

元
日
や
手
を
洗
ひ
居
る
夕
心

な
お
、
書
簡
の
最
後
に
「
こ
の
手
紙
は
句
稿
と
一
つ
に
し
、
郵
便
局
の
目
を
く
ら

ま
し
て
發
送
し
ま
す
。
多
分
見
つ
か
ら
な
い
で
せ
う
。（
四
月
十
四
日
午
後
）
」
と

い
う
記
載
が
あ
る
。］



藤
の
花
軒
ば
の
苔
の
老
い
に
け
り

（
一
一
三
〇

六
月
二
十
六
日

小
穴
隆
一
宛
。
句
の
後
に
「
一
句
未
定
ら
ず
候

へ
ど
も
お
ん
め
に
か
け
候

匆
々
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
一
箇
月
前
、
五

月
十
八
日
に
は
第
六
短
篇
集
『
春
服
』
を
春
陽
堂
よ
り
刊
行
。
）

藤
の
花
軒
端
の
苔
の
老
い
に
け
り

（
一
一
三
二

七
月
十
六
日

小
杉
未
醒
宛
。
句
の
前
の
手
紙
文
末
尾
に
「
高
著

の
中
の
玉
句
を
見
い
さ
さ
か
吟
興
を
生
じ
惡
句
製
造
仕
候
御
一
笑
下
さ
れ
度
候
」

と
あ
る
。）



松
風
や
紅
提
灯
も
秋
ど
な
り 

 

（
我
鬼
）

（
一
一
三
七

消
印
八
月
九
日

下
島
勳
宛
。
絵
葉
書
。
小
穴
隆
一
・
渡
邊
庫
輔

と
寄
書
（
こ
の
句
の
前
に
渡
邊
の
句
と
言
葉
が
示
さ
れ
て
あ
る
）
。
こ
の
絵
は
、

三
人
の
手
書
き
で
、
旧
全
集
に
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
写
真
で
は
、
絵
の
右

上
に
「
庭
前
小
景
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
。
八
月
七
日
頃
、
鎌
倉
の
平
野
屋
別
荘

に
避
暑
、
二
十
五
日
ま
で
滞
在
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
同
宿
で
あ
っ
た
岡
本

か
の
子
が
、
こ
の
時
の
体
験
を
も
と
に
「
鶴
は
病
み
き
」
を
書
い
た
。
そ
し
て
、

芥
川
の
「
大
震
雜
記
」
に
は
、
八
月
と
い
う
の
に
、
藤
の
花
が
ち
ら
ほ
ら
咲
き
、

便
所
の
窓
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
八
重
の
山
吹
も
花
を
つ
け
、
料
亭
の
小
町
園
の
池

に
は
菖
蒲
も
蓮
と
競
い
合
っ
て
い
る
の
を
見
、『
ど
う
も
こ
れ
は
唯
事
で
は
な
い
。

「
自
然
」
の
發
狂
の
氣
味
の
あ
る
の
は
疑
ひ
難
い
事
實
で
あ
る
。
僕
は
爾
來
人
の

顏
さ
へ
見
れ
ば
、
「
天
變
地
異
が
起
り
さ
う
だ
」
と
云
つ
た
。
」
「
僕
等
の
東
京
に

歸
つ
た
の
は
八
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
大
地
震
は
そ
れ
か
ら
八
日
目
に
起
つ
た
。
』

と
書
く
。
こ
の
預
言
者
の
言
葉
は
、
常
に
不
吉
な
こ
と
に
限
っ
て
、
当
た
る
。）



朝
顏
や
土
に
匍
ひ
た
る
蔓
の
た
け

（
一
一
四
五

十
月
二
十
九
日

香
取
秀
眞
宛
。
現
存
す
る
書
簡
の
、
九
月
一
日

の
関
東
大
震
災
後
の
六
通
目
、
最
初
に
現
れ
る
句
で
あ
る
。
震
災
直
後
は
自
身
も

被
災
し
、
新
潮
社
か
ら
百
円
の
前
借
等
も
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
第
一
通

目
で
あ
る
九
月
十
二
日
附
小
穴
隆
一
宛
一
一
四
〇
書
簡
は
、
早
く
も
成
っ
た
「
大

震
雜
記
」
の
一
一
三
七
書
簡
注
で
示
し
た
予
言
部
分
に
挿
入
す
る
た
め
の
、
一
游

亭
が
当
時
鎌
倉
で
作
っ
た
「
蓮
と
菖
蒲
と
一
し
よ
に
咲
い
て
ゐ
る
句
を
」
書
い
て

教
え
て
く
れ
、
と
い
う
書
簡
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
大
震
雜
記
」
は
十
月
一
日
の
『
中

央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。）

 
 

即
興

草
の
家
に
柿
十
一
の
ゆ
た
か
さ
よ



（
一
一
四
七

十
一
月
二
日

下
島
勲
（
空
谷
）
宛
。
柿
と
榲
桲

マ
ル
メ
ロ

を
下
島
か
ら
貰

っ
た
そ
の
挨
拶
句
。）

＊
俳
句
関
連
記
載

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
十
一
月
七
日
の
勝
峯
晉
風
宛
一
一
四
九
書
簡
中
に
「
扨
に
ひ

は
り
に
何
か
書
け
と
の
仰
せ
拝
承
仕
り
候
御
厚
意
難
有
存
じ
候
ほ
句
は
餘
技
の

又
餘
技
位
の
と
こ
ろ
故
活
字
に
す
る
も
臆
面
な
き
次
第
な
が
ら
持
ち
合
せ
居
候

句
少
々
お
ん
目
に
か
け
候
皆
前
書
き
澤
山
に
て
恐
縮
に
候
へ
ど
も
こ
れ
も
餘
技

た
る
所
以
お
ん
め
の
が
し
下
さ
れ
度
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥

川
龍
之
介
句
集
二

発
句
拾
遺
」
に
示
し
た
『
に
ひ
は
り
』
に
大
正
十
二
年
十
二

月
か
ら
大
正
十
三
年
五
月
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
「
澄
江
堂
句
抄
」
の
原
稿
を
送

付
し
た
際
の
消
息
文
で
あ
る
。
こ
の
「
餘
技
の
又
餘
技
」
と
い
う
謂
い
は
謙
遜
の

辞
に
過
ぎ
な
い
と
私
は
読
む
。
彼
は
既
に
前
年
の
一
月
十
九
日
附
の
渡
邊
庫
輔
宛

九
八
四
書
簡
で
「
現
在
の
僕
は
俳
句
も
短
歌
も
男
兒
一
生
の
事
業
と
す
る
に
足
ら



ぬ
も
の
と
は
思
ひ
居
ら
ず
」
と
真
逆
の
感
懐
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
詩
人

芥
川
龍
之
介
の
俳
句
へ
の
覚
悟
で
あ
っ
た
と
、
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
か
ら
で
あ

る
。］

夜
寒
さ
を
知
ら
ぬ
夫
婦
と
別
れ
け
り 

 

龍
之
介

（
一
一
五
〇

十
一
月
十
七
日

久
米
正
雄
宛
。
東
京
神
楽
坂
「
ゆ
た
か
」
か
ら
。

久
米
の
結
婚
披
露
宴
の
後
、
里
見
弴
・
小
山
内
薫
・
直
木
三
十
五
［
こ
の
時
は
三

十
三
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。
彼
は
年
齢
更
新
に
合
わ
せ
て
筆
名
を
換
え
、
三
十

五
で
打
ち
止
め
と
し
た
。
］・
菊
池
寛
他
二
人
と
共
に
待
合
「
ゆ
た
か
」
か
ら
送
っ

た
絵
を
含
む
寄
書
。
芥
川
の
句
は
寄
書
の
最
初
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
月
の

十
日
に
は
「
芭
蕉
雜
記
」
を
『
新
潮
』
に
発
表
、
脱
稿
は
十
月
二
十
日
頃
。
）



癆
咳
の
頬
う
つ
く
し
や
冬
帽
子

 
 

久
し
ぶ
り
に
姪
を
見
て

か
へ
り
見
る
頬
の
肥
り
よ
杏
い
ろ

（
一
一
五
一

十
二
月
一
日

飯
田
武
治
（
蛇
笏
）
宛
。
前
の
句
は
、
以
下
の
よ

う
に
手
紙
文
中
に
現
れ
る
。
『
冠
省
雲
母
落
手
難
有
く
存
じ
ま
す
い
ろ
い
ろ
拙
句

に
御
高
評
を
た
ま
は
り
感
佩
い
た
し
て
居
り
ま
す
拙
句
「
癆
咳
の
頬
う
つ
く
し
や

冬
帽
子
」
と
申
す
の
は
尊
句
「
死
病
得
て
爪
美
し
き
火
桶
か
な
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
た
も
の
と
記
憶
し
ま
す
こ
の
頃
舊
來
の
句
み
な
い
や
に
な
り
と
云
つ
て
新
し

い
句
境
を
拓
く
は
容
易
な
ら
ず
唯
漫
然
と
消
光
し
て
ゐ
ま
す
と
り
あ
へ
ず
御
禮

ま
で
』
と
あ
っ
て
、「
か
へ
り
見
る
」
の
句
と
な
る
。「
姪
」
と
は
芥
川
瑠
璃
子
（
大

正
五
（
一
九
一
六
）
年
～
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
）
の
こ
と
。
芥
川
の
次
姉

ヒ
サ
（
葛
巻
義
敏
母
）
が
再
婚
し
た
西
川
豊
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
女
。
彼
女
は

後
、
芥
川
の
長
男
比
呂
志
と
結
婚
し
た
。
同
日
、
「
あ
ば
ば
ば
ば
」
を
『
中
央
公



論
』
に
発
表
、
脱
稿
は
十
一
月
二
〇
日
頃
。
）

 
 

詩
の
御
返
事

露
芝
に
ま
じ
る
菫
の
凍
り
け
り

 
 

震
災
後
に
芝
山
内
を
す
ぎ

松
風
を
う
つ
つ
に
聞
く
よ
古
袷

 
 

久
し
ぶ
り
に
姪
に
あ
ひ

か
へ
り
見
る
頬
の
肥
り
よ
杏
い
ろ

（
一
一
五
四

十
二
月
十
六
日

室
生
犀
星
宛
。
渡
邊
庫
輔
と
の
寄
書
（
但
し
、

庫
輔
の
執
筆
部
分
の
明
記
な
し
）
。
犀
星
は
、
こ
の
年
の
十
月
に
一
家
で
金
澤
に

戻
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
手
紙
は
、
短
歌
と
俳
句
の
み
で
、
次
の
十
二
月
十
八



日
附
室
生
犀
星
宛
一
一
五
五
書
簡
で
は
、
「
こ
の
間
は
菫
の
詩
を
あ
り
が
た
う
」

と
あ
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
岩
波
版
新
全
集
注
解
で
宮
坂
覺
氏
は
未
詳
と
し
な
が

ら
も
、
参
考
知
見
と
し
て
犀
星
が
翌
年
の
『
婦
人
之
友
』
二
月
号
に
「
冬
す
み
れ
」

と
い
う
詩
を
発
表
し
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。）



大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年 

 
 
 
 

三
十
二
歳

元
日
や
啓
吉
も
世
に
古簞

笥

（
一
一
六
一

推
定
一
月
十
一
日

小
穴
隆
一
（
一
遊
亭
）
宛
。
句
の
直
前
の
手

紙
文
に
「
菊
池
、
啓
吉
も
の
ば
か
り
集
め
、
「
啓
吉
」
と
言
ふ
本
を
出
す
よ
し
何

と
か
句
を
題
せ
と
申
候
間
」
と
あ
り
、
句
の
後
に
「
と
し
た
た
め
候
な
ほ
い
ろ
い

ろ
し
や
べ
り
度
こ
と
あ
れ
ど
拝
晤
の
節
に
ゆ
づ
り
申
候

頓
首
」
と
あ
る
。
こ
の

「
啓
吉
も
の
」
と
は
菊
池
寛
の
、
主
人
公
が
啓
吉
と
い
う
名
の
一
連
の
自
伝
的
色

彩
の
強
い
作
品
群
を
指
す
。「
無
名
作
家
の
日
記
」「
青
木
の
出
京
」「
父
の
模
型
」

等
三
十
数
編
を
数
え
る
。
菊
池
は
実
際
に
、
そ
の
内
の
二
十
編
近
く
を
編
ん
で
、

こ
の
年
の
二
月
に
玄
文
社
よ
り
「
啓
吉
物
語
」
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
『
や
ぶ

ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
一

発
句
』
の
該
当
句
注
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、

こ
の
一
月
一
日
に
は
、「
一
塊
の
土
」
を
『
新
潮
』
に
、「
糸
女
覺
え
書
」
を
『
中



央
公
論
』
に
、「
三
衛
門
の
罪
」
を
『
改
造
』
に
、「
傳
吉
の
敵
討
ち
」
を
『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』
に
発
表
、
全
て
の
作
品
の
脱
稿
は
十
二
月
十
五
日
以
前
。
）

木
枯
や
宋
一
が
顏
お
ら
が
顏

お
か
る
も
の
く
め
る
も
の
な
き
寒
さ
か
な

（
１
２
４
７

一
月
二
十
一
日

岡
榮
一
郎
宛
。
岩
波
版
新
全
集
第
二
十
巻
書
簡

Ⅳ
よ
り
。
浜
町
二
丁
目
「
お
柳
」
か
ら
直
木
三
十
五
・
菊
池
寛
ら
と
の
寄
書
。「
木

枯
や
」
の
句
が
「
龍
」
、「
お
か
る
も
の
」
の
句
が
「
澄
江
堂
」
の
署
名
。「
宋
一
」

は
直
木
三
十
五
の
本
名
、
植
村
宗
一
の
誤
記
か
。
新
発
見
句
で
あ
る
が
、
両
句
共

に
如
何
に
も
な
戯
句
で
あ
る
。
）



 
 

こ
の
頃
の
句

春
雨
の
中
や
い
づ
こ
に
山
の
雪

お
ら
が
家
の
花
も
咲
い
た
る
番
茶
か
な

（
一
一
六
五

二
月
二
十
七
日

小
穴
隆
一
宛
。
）

こ
の
頃
の
句

 
 

蛇
笏
に

春
雨
の
中
や
雪
お
く
甲
斐
の
山

 
 

南
京
城
中
の
五
分
の
三
は
麥
隴
な
り

市
中
の
穗
麥
も
赤
み
行
春
ぞ



 
 

夜
宿
淸
光
寺

木
石
の
軒
ば
に
迫
る
夜
寒
か
な

 
 

小
閑
を
得
た
り

お
ら
が
家
の
花
も
咲
い
た
る
番
茶
か
な

（
一
一
六
六

三
月
十
二
日

瀧
井
孝
作
宛
。
「
麥
隴
」
は
「
ば
く
ろ
う
」
と
読

み
、
麦
畑
の
こ
と
。
三
年
前
の
中
国
行
の
追
想
吟
。
「
淸
光
寺
」
は
現
在
の
山
梨

県
北
杜
市
長
坂
町
（
旧
北
巨
摩
郡
秋
田
村
）
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
前
年
の

八
月
に
山
梨
県
教
委
委
員
会
主
催
の
夏
期
大
学
の
文
学
論
の
講
師
と
し
て
こ
こ

に
招
か
れ
、
住
職
の
高
橋
竹
迷
と
も
親
し
く
な
っ
て
い
た
。
「
お
ら
が
家
の
」
の

句
は
、
『
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集

発
句
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
癆
咳
の

頬
美
し
や
冬
帽
子
」
の
注
を
参
照
の
こ
と
。
）



黑
南
風

ク

ロ

バ

エ

の
大
う
み
凪
げ
る
た
ま
ゆ
ら
や

う
す
う
す
と
曇
り
そ
め
け
り
星
月
夜

 
 

南
京

市
な
か
の
穗
麥
も
赤
み
行
春
ぞ

 
 

龍
門

莊
嚴
の
梁
を
ま
ぶ
す
や
麥
ほ
こ
り

春
雨
の
中
や
雪
お
く
甲
斐
の
山

咳
ひ
と
つ
赤
子
の
し
た
る
夜
寒
か
な

（
一
一
七
〇

四
月
十
日

小
澤
忠
兵
衛
宛
。
纏
ま
っ
て
い
る
の
で
、
同
一
句
も



省
略
せ
ず
挙
げ
た
。
最
後
の
「
咳
ひ
と
つ
」
の
句
は
、
句
の
前
に
手
紙
文
が
入
り
、

そ
の
末
尾
に
「
半
月
ば
か
り
女
中
の
一
人
も
ゐ
な
い
爲
、
子
供
二
人
を
か
か
へ
、

小
生
ま
で
忙
し
い
思
ひ
を
し
て
居
り
ま
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
四
月
一
日
に
は
「
第

四
の
夫
人
か
ら
」
と
「
文
章
」
を
『
女
性
』
に
、「
寒
さ
」
を
『
改
造
』
に
、「
少

年
」
を
『
中
央
公
論
』
に
発
表
、
脱
稿
は
全
て
の
作
品
の
脱
稿
は
三
月
二
十
日
頃
。）

塩
釜
の
け
ふ
り
を
お
も
へ
春
の
う
み

（
一
一
八
〇

五
月
十
二
日

香
取
秀
眞
宛
。
菊
池
寛
よ
り
讃
岐
の
塩
釜
に
て
焼

い
た
鯛
を
貰
い
、
そ
の
お
裾
分
け
の
添
句
。
ち
な
み
に
、
こ
の
五
月
一
日
に
「
續

芭
蕉
雜
記
」
を
『
新
潮
』
に
、「
或
戀
愛
小
説
」
を
『
夫
人
ク
ラ
ブ
』
に
、「
文
反

古
」
を
『
婦
人
公
論
』
に
発
表
。）



乳
垂
る
ゝ
妻
と
な
り
つ
も
草
の
餅

（
一
一
九
八

五
月
二
十
八
日

室
生
犀
星
宛
。
句
の
前
の
手
紙
文
に
「
金
澤
の

作
句
左
の
と
ほ
り
改
作
」
と
あ
る
の
は
、
五
月
十
五
日
に
、
犀
星
の
世
話
で
兼
六

公
園
内
の
茶
屋
、
三
芳
庵
別
荘
に
二
泊
し
た
旅
を
指
す
。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ

五
月
二
十
三
日
に
は
芥
川
龍
之
介
編
集
に
な
る
中
学
生
向
け
の
興
文
社
『
近
代
日

本
文
藝
讀
本
』
へ
の
収
録
許
可
を
得
る
為
に
、
京
都
で
瀧
井
孝
作
の
案
内
で
志
賀

直
哉
と
会
っ
て
い
る
、
但
し
、
志
賀
が
疲
れ
て
い
て
話
は
は
ず
ま
な
か
っ
た
、
と

鷺
只
雄
の
「
年
表
作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
」
に
は
あ
る
。）

 
 
 
 

寸
法
狂
ふ
な
と
前
書
し
て

曉
の
ち
ろ
り
に
響
け
ほ
と
と
ぎ
す

（
一
二
〇
三

六
月
十
二
日

香
取
秀
眞
宛
。
芥
川
は
香
取
に
銅
印
を
注
文
し
て



お
り
、
そ
の
寸
法
書
き
の
絵
が
こ
の
句
の
前
に
あ
る
。）

秋
風
や
甲
羅
を
あ
ま
す
膳
の
蟹

苔
じ
め
る
百
日
紅
や
秋
ど
な
り

木
石
を
庭
も
せ
に
見
る
夜
寒
か
な

（
一
二
〇
五

六
月
二
十
三
日

小
澤
忠
兵
衛
宛
。）

 
 

近
頃

苔
ば
め
る
百
日
紅
や
秋
ど
な
り



木
石
を
庭
も
せ
に
見
る
夜
寒
か
な

（
一
二
〇
六

六
月
二
十
六
日

小
穴
隆
一
（
一
游
亭
）
宛
。
「
木
石

を
」
の
句
は
全
く
同
一
だ
が
、「
近
頃
」
の
詞
書
の
存
在
が
前
の
句
と

の
ペ
ア
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
掲
載
し
た
。）

日
ざ
か
り
や
靑
杉
こ
ぞ
る
山
の
峽

（
一
二
一
二

七
月
二
十
二
日

渡
邊
庫
輔
宛
。
軽
井
沢
鶴
屋
旅
館
よ
り
。
な
お
、

こ
の
十
八
日
に
は
新
潮
社
よ
り
短
篇
集
『
黄
雀
風
』
を
刊
行
。
）

日
ざ
か
り
や
靑
杉
こ
ぞ
る
山
の
峽カ

ヒ



（
書
簡
番
号
な
し
〔
新
全
集
書
簡
番
号
１
３
０
９
〕

大
正
十
三
年
七
月
二
十
五

日

葛
巻
義
敏
宛
。
軽
井
沢
か
ら
。
「
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
」
よ
り
。
前
に
書

か
れ
た
消
息
文
で
『
（
一
）
紙
挾
み
の
中
に
あ
る
「
澄
江
堂
句
抄
」
を
送
る
べ
し

（
書
留
）』
の
指
示
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
十
二
月
と
当
年
一
月
及
び
五
月
に
『
に

ひ
は
り
』
に
掲
載
さ
れ
た
句
群
の
原
稿
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
新

た
な
推
敲
を
思
い
立
っ
た
も
の
か
。
前
夜
、
浅
間
山
鳴
動
、
真
っ
赤
な
噴
煙
を
吐

く
の
を
見
る
。）



靜
脈
の
浮
い
た
手
に
杏
を
と
ら
へ

（
グ
リ
イ
ン
ホ
テ
ル
に
て
） 

 
 

龍
之
介

落
葉
松
の
山
に

白
塗
り
の
ホ
テ
ル

平
ら
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍（
一
二
二
〇

七
月
二
十
七
日

久
米
正
雄
宛
。
軽
井
沢
か
ら
。「（
グ
リ
イ
ン
ホ

テ
ル
に
て
） 

 
 

龍
之
介
」
は
底
本
で
は
句
の
直
下
に
続
く
。
ど
ち
ら
も
新
傾

向
俳
句
と
み
な
す
。
二
十
三
日
か
ら
軽
井
沢
の
鶴
屋
旅
館
に
着
、
八
月
二
十
三
日

田
端
帰
着
ま
で
約
一
ヶ
月
滞
在
し
た
。
こ
の
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
は
軽
井
沢
千
ヶ
滝

に
あ
り
、
芥
川
は
二
十
七
日
、
こ
こ
に
山
本
有
三
を
訪
問
、
一
泊
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
こ
の
日
に
鶴
屋
旅
館
に
は
「
越
し
人
」
片
山
廣
子
が
到
着
し
て
い
る
。



「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
編

芥
川
龍
之
介
片
山
廣
子
関
連
書
簡
十
六
通
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。
）

日
ざ
か
り
や
靑
杉
こ
ぞ
る
山
の
峽カ

ヒ

 
 

山
中
の
夜
秋
多
し

据
ゑ
風
呂
に
犀
星
の
ゐ
る
夜
寒
か
な

（
一
二
二
三

八
月
八
日

小
畠
貞
一
宛
。
軽
井
沢
か
ら
。
八
月
三
日
に
室
生
犀

星
が
金
沢
か
ら
到
着
、
同
宿
し
て
い
た
。「
芥
川
龍
之
介
輕
井
澤
日
録
二
種
」
の

「
輕
井
澤
日
記
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。
）

http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/karuizawa2.html


つ
く
ば
ひ
の
藻
も
ふ
る
さ
と
の
暑
さ
か
な

（
一
二
三
四

八
月
十
九
日

室
生
犀
星
宛
。
軽
井
沢
か
ら
。
こ
の
つ
く
ば
い
は
、

大
正
十
二
年
の
大
震
災
の
後
、
犀
星
が
東
京
を
引
き
上
げ
る
に
際
し
て
芥
川
家
に

残
し
て
い
っ
た
も
の
。
な
お
、
手
紙
文
中
『
け
ふ
片
山
さ
ん
と
「
つ
る
や
」
主
人

と
追
分
へ
行
つ
た
非
常
に
落
ち
つ
い
た
村
だ
つ
た
北
國
街
道
と
東
山
道
と
の
分

か
れ
る
處
へ
來
た
ら
美
し
い
虹
が
出
た
』
と
あ
る
。
―
―
こ
の
日
は
、
芥
川
に
と

っ
て
「
越
し
人
」
廣
子
と
の
忘
れ
得
ぬ
生
涯
の
一
日
で
あ
っ
た
。
―
―
俳
句
と
は

関
係
が
な
い
が
、
記
し
て
お
く
。
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
編

芥
川
龍
之
介
片
山
廣
子
関

連
書
簡
十
六
通
」
に
本
書
簡
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
）

http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html


 
 

室
生
犀
星
、
金
澤
よ
り

 
 

「
つ
く
ば
ひ
の
藻
も
靑
黑
き
暑
さ
哉
」
と
言
ひ
洩
し
け
れ
ば

 
 

返
す
文
に

つ
く
ば
ひ
の
藻
も
ふ
る
郷
の
暑
さ
か
な

（
一
二
四
〇

八
月
二
十
六
日

室
生
犀
星
宛
。
田
端
か
ら
。
句
直
前
の
手
紙
文

に
「
つ
く
ば
ひ
の
句
、
藻
も
ふ
る
郷
は
僕
の
句
也
大
兄
の
句
を
添
削
し
た
次
第
に

あ
ら
ず
た
と
へ
ば
」
と
あ
り
、
句
の
後
に
「
と
云
ふ
句
に
な
る
の
に
候
」
と
あ
る
。

こ
の
つ
く
ば
い
は
震
災
の
後
、
犀
星
が
芥
川
家
に
残
し
て
い
っ
た
も
の
。）



鐵
線
の
花
さ
き
こ
む
や
窓
の
穴

（
一
二
四
五

九
月
二
十
五
日

室
生
犀
星
宛
。
句
直
前
の
手
紙
文
に
「
冠
省
高

麗
の
花
難
有
く
存
じ
候
装
幀
は
大
兄
の
詩
集
中
一
番
よ
ろ
し
き
の
み
な
ら
ず
劉

生
の
装
幀
中
に
て
も
一
番
よ
ろ
し
か
る
可
く
候
今
曉
床
の
中
に
て
髣
髴
と
し
て

句
を
得
た
り
御
笑
覧
ま
で
に

頓
首
」
と
あ
る
。
中
田
雅
敏
氏
の
「
書
簡
俳
句
の

展
開
」
に
よ
る
と
、
こ
の
犀
星
の
詩
集
「
高
麗
の
花
」
（
同
年
九
月
新
潮
社
刊
）

は
岸
田
劉
生
装
幀
、
表
紙
絵
は
鉄
線
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
あ

る
。
）

 
 

即
景

朝
寒
や
鬼
灯
の
こ
る
草
の
中

（
一
二
四
六

九
月
二
十
五
日

小
酒
井
光
次
（
小
酒
井
不
木
）
宛
。
）



 
 

即
景
口
占

朝
寒
や
鬼
灯
垂
る
ゝ
草
の
中

（
一
二
四
八

十
月
八
日

滝
井
孝
作
宛
。
「
口
占
」
は
「
こ
う
せ
ん
」
と
音
読

み
し
て
、
口
ず
さ
む
こ
と
、
草
稿
を
経
ず
に
詩
文
を
創
る
こ
と
の
謂
い
で
あ
る
。

こ
の
後
、
十
月
二
十
二
日
附
室
生
犀
星
宛
一
二
五
四
書
簡
で
同
一
表
記
で
こ
の
句

を
挙
げ
、
句
の
後
に
「
あ
の
句
は
か
う
作
定
し
た
」
と
あ
る
。
「
あ
の
句
」
と
あ

る
が
現
存
す
る
室
生
宛
の
先
行
書
簡
に
は
先
行
句
は
な
い
。
こ
の
一
二
五
四
書
簡

は
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
編

芥
川
龍
之
介
片
山
廣
子
関
連
書
簡
十
六
通
」
に
本
書
簡
全

文
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
）

http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html


 
 

こ
の
頃

朝
寒
や
鬼
灯
垂
る
ゝ
草
の
中

（
一
二
五
六

十
月
二
十
二
日

岡
本
綺
堂
宛
。
前
書
違
い
。
）

 
 

老
人
相
不
變
な
り

幾
秋
を
古
盃
や
酒
の
い
ろ

（
一
二
七
三

推
定
十
二
月
二
十
八
日

小
穴
隆
一
宛
。
旧
全
集
で
は
月
を
同
定

で
き
ず
、
当
年
末
尾
の
月
不
詳
の
パ
ー
ト
に
配
さ
れ
て
い
た
が
、
岩
波
版
新
全
集

第
二
十
巻
書
簡
Ⅳ
（
新
書
簡
番
号
１
３
５
３
）
は
検
討
の
末
に
十
二
月
に
移
動
し

て
い
る
。
そ
れ
に
従
い
、
こ
こ
へ
移
動
し
た
。
本
文
末
尾
に
「
お
と
つ
ひ
碧
童
老

人
に
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
前
書
の
「
老
人
」
は
小
澤
碧
童
の
こ
と
。
但

し
、
小
澤
は
こ
の
年
、
未
だ
四
十
三
歳
で
は
あ
る
。）



鐵
線
の
花
咲
き
入
る
や
窓
の
穴

（
一
二
五
九

推
定
十
二
月
二
十
九
日

小
穴
隆
一
宛
。
な
お
、
二
十
五
日
に
は
、

両
立
社
よ
り
「
歴
史
物
語
傑
作
選
集
２
」
と
し
て
『
報
恩
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。）

朝
寒
や
鬼
灯
殘
る
草
の
中

（
一
二
六
〇

十
月
三
十
日

江
口
渙
宛
。
）



 
 

少
し
古
い
が

ぬ
か
る
み
に
と
も
し
び
映
る
夜
寒
か
な

（
一
二
七
〇

十
二
月
二
十
六
日

室
生
犀
星
宛
。
こ
の
二
十
日
頃
に
は
「
大
導

寺
信
輔
の
半
生
」
を
脱
稿
し
て
い
た
。
発
表
は
、
翌
大
正
十
四
年
一
月
一
日
の
『
中

央
公
論
』
。）



大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年 

 
 
 
 

三
十
三
歳

春
雨
や
檜
は
霜
に
焦
げ
な
が
ら

（
一
二
七
九

二
月
一
日

水
木
京
太
宛
。
句
の
後
に
「
こ
の
句
は
け
ふ
作
り
、

少
々
得
意
故
書
き
加
へ
ま
す
」
と
あ
る
。）

 
 
 

與
一
游
亭
話

枝
炭
の
火
も
ほ
の
め
け
や
燒
林
檎

（
一
二
八
〇

二
月
二
日

室
生
犀
星
宛
。
手
紙
文
は
「
冠
省
先
達
は
御
見
舞
の

品
品
難
有
く
存
候
き
の
ふ
一
遊
亭
よ
り
水
墨
の
山
茶
花
圖
一
帖
と
ゞ
き
候
間
お

目
に
か
け
候

お
氣
に
入
り
候
節
は
御
手
も
と
に
お
置
き
下
さ
れ
度
候
病
中
消



閑
の
作
句
次
手
を
以
て
お
目
に
か
け
候
間
御
笑
ひ
下
さ
れ
度
候
」
と
し
て
前
掲
の

「
春
雨
や
檜
は
霜
に
焦
げ
な
が
ら
」
句
を
挙
げ
、
そ
の
後
に
表
記
の
句
が
あ
る
。
）

冴
え
返
る
夜
半

ヨ

ハ

の
海
べ
を
思
ひ
け
り

（
一
二
八
四

二
月
二
十
一
日

淸
水
昌
彦
宛
。
淸
水
昌
彦
（
？
～
大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
）
は
芥
川
の
江
東
小
学
校
及
び
府
立
三
中
時
代
の
友
人
。
芥
川
の
最

初
期
の
文
章
と
し
て
知
ら
れ
る
回
覧
雑
誌
『
日
の
出
界
』
の
執
筆
者
の
一
人
で
も

あ
る
。
こ
の
後
、
一
月
余
り
で
永
眠
し
た
。
四
月
十
三
日
の
同
じ
同
級
生
で
あ
っ

た
西
川
英
次
郎
宛
一
三
〇
〇
書
簡
で
は
「
淸
水
昌
彦
が
死
ん
だ
。
咽
頭
結
核
と
腸

結
核
と
に
な
つ
て
死
ん
だ
の
だ
。
死
ぬ
前
に
細
君
に
傳
染
し
て
こ
の
方
が
先
へ
死

ん
で
し
ま
つ
た
。
孤
兒
四
歳
。
」
と
そ
の
悲
嘆
を
記
す
。）



 
 

庭
前

春
雨
や
檜
は
霜
に
焦
げ
な
が
ら

（
一
二
八
七

二
月
二
十
八
日

土
屋
文
明
宛
。
句
の
後
に
「
こ
の
頃
發
句
を
作

つ
て
ゐ
る
こ
れ
は
景
物
ま
で
に

頓
首
」
と
あ
る
。
な
お
、
三
月
一
日
に
は
『
明

星
』
に
「
越
し
び
と
」
を
発
表
。）

明
星
の
ち
ろ
り
に
ひ
び
け
ほ
と
と
ぎ
す

（
一
二
九
一

三
月
十
二
日

泉
鏡
太
郎
（
鏡
花
）
宛
。
こ
れ
は
大
正
十
四
年
七

月
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
春
陽
堂
版
『
鏡
花
全
集
』
広
告
の
た
め
に
芥
川
が
書

い
た
「
鏡
花
全
集
目
録
開
口
」
へ
の
鏡
花
の
礼
状
へ
の
返
事
。
句
直
前
の
手
紙
文

に
「
附錄

に
一
句
御
披
露
申
し
候
間
御
一
笑
下
さ
れ
度
候

置
酒
と
前
書
き
し

て
、」
と
あ
る
。
現
存
す
る
鏡
花
宛
書
簡
の
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、



当
時
、
鏡
花
は
五
十
歳
。
）

 
 

こ
の
頃

臘
梅
や
雪
打
ち
透
か
す
枝
の
丈タ

ケ

（
一
三
〇
五

四
月
十
六
日

渡
邊
庫
輔
宛
。
修
善
寺
新
井
旅
館
か
ら
。
四
月
十

日
か
ら
、
修
善
寺
新
井
旅
館
に
静
養
の
た
め
、
五
月
三
日
頃
ま
で
滞
在
。
父
の
病

気
で
長
崎
に
帰
京
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
渡
邊
に
小
説
を
書
い
て
送
る
よ
う

促
し
、
小
説
家
と
し
て
の
精
進
を
叱
咤
す
る
手
紙
。
ち
な
み
に
、
こ
の
後
の
四
月

十
七
日
附
室
生
犀
星
宛
一
三
〇
六
書
簡
に
、
「
詩
の
如
き
も
の
を
二
三
篇
作
り
候

間
お
目
に
か
け
候
。」
と
し
て
、「
越
し
人
」
片
山
廣
子
へ
の
名
吟
、

ま
た
立
ち
か
へ
る
水
無
月
の

歎
き
を
た
れ
に
か
た
る
べ
き



沙
羅
の
み
づ
枝
に
花
さ
け
ば
、

か
な
し
き
人
の
目
ぞ
見
ゆ
る
。

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
一
三
〇
六
書
簡
の
二
伸
で
は
、
萩
原
朔
太
郎
か

ら
『
近
代
日
本
文
芸
読
本
』
の
件
に
つ
い
て
手
紙
を
貰
っ
た
の
で
、
帰
京
後
、
是

非
会
い
た
い
と
し
て
、
犀
星
へ
の
骨
折
り
を
依
頼
し
、
「
そ
れ
か
ら
僕
の
小
説
を

萩
原
君
に
も
讀
ん
で
貰
ひ
、
出
來
る
だ
け
啓
發
を
う
け
た
い
。
」
と
し
、
重
ね
て

朔
太
郎
と
の
面
会
を
依
頼
し
て
い
る
。
最
後
に
は
「
僕
は
ち
よ
つ
と
大
が
か
り
な

も
の
を
計
畫
し
て
ゐ
る
。
但
し
例
に
よ
つ
て
未
完
成
に
終
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
「
大
が
か
り
な
も
の
」
と
は
何
か
判
然
と
し
な
い
が
、
私

に
は
翌
年
の
九
月
に
脱
稿
す
る
、
「
点
鬼
簿
」
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。
俳
句
と

関
係
が
な
い
が
、
大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
記
し
て
お
く
。）



＊
俳
句
関
連
記
載

（
四
月
十
九
日
附
石
黑
定
一
宛
一
三
一
〇
書
簡
の
文
中
に
「
こ
の
あ
と
に
歌
か
句

か
書
く
と
好
い
の
で
す
が
、
生
憎
近
頃
は
何
も
製
造
し
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
実
際
、

こ
の
後
、
現
存
す
る
書
簡
で
は
六
月
二
十
一
日
ま
で
、
俳
句
が
現
れ
な
い
。
な
お
、

こ
の
間
の
出
来
事
で
特
筆
す
べ
き
は
、
俳
句
で
は
、
五
月
十
七
日
附
佐
藤
春
夫
宛

一
三
三
三
書
簡
で
依
頼
し
て
い
る
、
作
家
十
二
人
に
俳
句
を
書
か
せ
、
そ
の
短
尺

を
セ
ッ
ト
販
売
す
る
と
い
う
下
山
霜
山
の
企
画
の
話
と
、
俳
句
と
は
関
係
な
い
が
、

萩
原
朔
太
郎
の
「
芥
川
龍
之
介
の
死
」
で
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
朔
太
郎
の
「
郷

土
望
景
詩
」
を
朝
寝
床
で
読
ん
で
の
感
激
の
余
り
、
寝
巻
姿
の
ま
ま
、
朔
太
郎
の

家
を
訪
ね
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
六
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
る
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/sakutarou1.html


甲
比
丹
の
つ
ん
ぼ
咎
め
そ
ほ
と
と
ぎ
す

（
一
三
四
一

六
月
二
十
三
日

吉
田
東
周
宛
。
「
甲
比
丹
」
は
カ
ピ
タ
ン
、
長

崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
又
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
船
長
。
こ
こ
は
後
者
か
。
手
紙

文
は
、
宛
名
人
の
澄
江
堂
へ
の
来
訪
を
多
忙
に
つ
き
固
辞
す
る
旨
の
後
に
添
え
た
。

吉
田
東
周
は
未
詳
で
あ
る
が
、
所
謂
、
思
い
入
れ
の
昂
じ
た
フ
ァ
ン
の
一
人
か
。）



＊
俳
句
関
連
記
載

（
七
月
二
十
七
日
附
小
穴
隆
一
宛
葉
書
一
三
四
八
書
簡
を
引
い
て
お
く
。

「
冠
省

僕
の
句
は
逆
編
年
順
に
新
し
い
の
を
先
に
書
く
事
に
す
る
、
君
は
ど
ち

ら
で
も
。
僕
は
何
年
に
作
つ
た
か
と
ん
と
わ
か
ら
ん
。
唯
う
ろ
覚
え
の
記
憶
に
よ

り
排
列
す
る
の
み
。
こ
れ
だ
け
言
ひ
忘
れ
し
故
ち
よ
つ
と
」

と
あ
る
。
続
く
八
月
五
日
附
小
穴
隆
一
宛
一
三
五
〇
書
簡
で
は
、

「
あ
の
つ
け
句
省
く
の
は
惜
し
い
が

考
へ
て
見
る
と
僕
の
立
句
に
君
の
脇
だ

け
つ
い
て
ゐ
る
の
は
君
に
不
利
な
誤
解
を
岡
や
き
連
中
に
與
へ
な
い
と
も
限
ら

ず
そ
れ
故
見
合
せ
た
い
と
存
候
へ
ば
も
う
二
句
ほ
ど
發
句
を
書
い
て
下
さ
い
洗

馬
の
句
な
ど
に
ま
だ
佳
い
の
が
あ
つ
た
と
存
候
右
當
用
耳
」

と
続
き
、
八
月
十
二
日
附
小
穴
隆
一
宛
一
三
五
四
書
簡
で
は
、

「
け
ふ
淸
書
し
て
み
れ
ば
、
君
の
句
は
五
十
四
句
あ
り
、
従
つ
て
四
句
だ
け
削
る

事
と
な
る

就
い
て
は
五
十
四
句
と
も
改
造
へ
ま
は
し
た
れ
ば
、
校
正
の
節

ど

れ
で
も
四
句
お
削
り
下
さ
れ
度
し
。
愚
按
ず
る
に
大
利
根
や
も
ら
ひ
紙
は
削
り
て

も
、
お
蠶
様
の
祝
ひ
酒
や
米
搗
虫
は
保
存
し
度
し
。
匆
々
。」



最
後
に
八
月
二
十
五
日
附
小
穴
隆
一
宛
一
三
五
八
書
簡
で
、

「
改
造
の
廣
告
に
君
の
名
前
出
て
居
ら
ず
、
不
愉
快
に
候
。」

と
な
っ
て
、
出
版
社
関
係
の
個
人
名
が
挙
げ
ら
れ
、
経
緯
と
今
後
の
対
応
が
綴
ら

れ
て
い
る
。
［
ち
な
み
に
全
集
類
聚
版
で
は
こ
こ
が
八
二
字
削
除
さ
れ
て
い
る
］
。

結
果
と
し
て
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
一
日
発
行
の
雑
誌
『
改
造
』
第

七
巻
第
九
号
に
小
穴
隆
一
の
発
句
五
十
句
と
共
に
「
鄰
の
笛
」
と
題
し
て
掲
載
さ

れ
た
。
文
末
に
以
下
の
一
文
が
あ
る
（
以
下
、
旧
全
集
後
記
よ
り
転
載
）。

「
後
記
。
僕
の
句
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
に
ひ
は
り
」
等
に
出
た
も
の
も
少
く
な

い
。
小
穴
君
に
は
五
十
句
と
も
始
め
て
活
字
に
な
つ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
六

年
間
僕
等
の
片
手
間
仕
事
は
畢
竟
こ
れ
だ
け
に
盡
き
て
ゐ
る
と
言
つ
て
も
好
い
。

即
ち
、
「
改
造
」
の
紙
面
を
借
り
、
一
ま
づ
決
算
し
て
見
た
所
以
で
あ
る
。

芥

川
龍
之
介
記
」

察
す
る
に
、
親
友
の
小
穴
を
軽
く
見
た
『
改
造
』
編
集
者
へ
の
強
い
不
快
感
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
其
れ
と
関
係
が
あ
る
や
な
し
や
分
か
ら
ぬ
が
、
翌
大
正
十

五
年
の
『
改
造
』
の
新
年
号
の
原
稿
を
、
芥
川
は
十
二
月
十
日
に
断
っ
て
い
る
。



ち
な
み
に
、
こ
の
間
、
八
月
十
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
、
軽
井
沢
鶴
屋
旅
館
に

滞
在
、
一
三
五
八
書
簡
に
は
片
山
廣
子
が
近
く
帰
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
記
し
て

い
る
。
許
さ
れ
ざ
る
恋
情
を
絶
と
う
と
す
る
龍
之
介
の
苦
渋
が
逆
に
読
み
取
れ
る
。

私
の
「
芥
川
龍
之
介
輕
井
澤
日
録
二
種
」
に
載
せ
た
「
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）

年
八
月
二
十
四
日
（
月
）
芥
川
龍
之
介
輕
井
澤
日
録
〔
や
ぶ
ち
ゃ
ん
仮
題
〕
」
及

び
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
編

芥
川
龍
之
介
片
山
廣
子
関
連
書
簡
十
六
通
」
を
参
照
さ
れ

た
い
。）

東
雲

し
の
の
め

の
煤
降
る
中
や
下
の
關

（
一
三
六
五

九
月
一
日

室
生
犀
星
宛
。
軽
井
沢
鶴
屋
旅
館
か
ら
。
句
の
直
前

の
手
紙
文
に
「
御
覧
の
通
り
、
軽
井
澤
の
句
で
は
な
い
。
」
と
あ
る
。
四
年
前
の

中
国
行
出
立
の
折
の
回
想
句
で
あ
る
。
こ
の
日
、
「
海
の
ほ
と
り
」
を
『
中
央
公

論
』
、「
尼
提
」
を
『
文
藝
春
秋
』
に
、
「
死
後
」
を
『
改
造
』
に
発
表
。
）

http://homepage2.nifty.com/onibi/karuizawa2.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html


＊
俳
句
関
連
記
載

（
十
月
九
日
附
村
上
成
滿
郎
宛
一
三
八
〇
書
簡
に
、
人
に
一
茶
を
読
め
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
『
小
生
は
既
に
一
茶
句
集
を
讀
み
返
し
、
往
時
と
は
所
見

を
異
に
致
し
候
爲
、
』
そ
の
人
の
忠
言
を
知
っ
て
、
『
い
た
く
感
動
仕
り
候
。
』
と

記
し
て
い
る
。
芥
川
龍
之
介
の
一
茶
観
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
謂
い
で
あ
る
。）

庭
つ
ち
に
皐
月
の
蠅
の
し
た
し
さ
よ

（
一
三
八
四

十
月
二
十
四
日

室
生
犀
星
宛
。
諧
謔
味
に
富
ん
だ
長
閑
な
陽
性

の
句
柄
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
無
関
係
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
一
箇
月
前
の
九
月

二
十
三
日
、
澄
江
堂
を
南
条
勝
代
が
初
め
て
訪
問
し
て
い
る
。
南
条
に
つ
い
て
は
、

鷺
只
雄
の
「
年
表
作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
」
か
ら
以
下
に
引
用
す
る
。
『
彼
女

は
二
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
イ
ギ
リ
ス
で
育
ち
、
そ
の
た
め
日
本
文
学
一
般
に
つ
い

て
個
人
教
授
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
導
は
彼
女
が
再
び
渡
英
す
る
昭
和
二



年
一
月
ま
で
続
い
た
』
。
こ
の
指
導
を
芥
川
は
「
お
稽
古
」
と
称
し
た
。
当
日
の

九
月
二
十
三
日
附
齋
藤
茂
吉
宛
一
三
七
六
書
簡
に
は
「
美
人
一
人
（
洋
行
が
へ
り

の
少
女
）
參
り
、
大
い
に
う
ら
う
ら
と
致
し
居
り
候
。
御
健
羨
下
さ
れ
度
候
」
な

ど
と
書
い
て
い
る
。）



大
正
十
五
・
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年

三
十
四
歳

＊
俳
句
関
連
記
載

（
一
月
十
二
日
附
佐
藤
豊
太
郎
（
春
夫
の
父
親
）
宛
葉
書
一
三
四
八
書
簡
に
よ
る

と
、
佐
藤
春
夫
の
依
頼
で
、
父
親
の
豊
太
郎
の
求
め
に
応
じ
、
俳
句
を
書
い
た
小

冊
子
を
贈
る
。
「
大
膽
に
も
駄
句
を
書
き
た
る
小
帖
一
冊
お
手
も
と
に
さ
し
あ
げ

候
間
御
笑
覧
下
さ
れ
候
は
ば
幸
甚
と
存
候
」
と
記
し
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、

正
に
こ
れ
が
死
後
に
出
る
「
澄
江
堂
句
集
」
の
真
の
原
型
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
―
―
確
信
犯
と
し
て
の
―
―
で
あ
る
。）



栴
檀
の
實
の
明
る
さ
よ
冬
の
そ
ら

（
一
四
二
四

一
月
十
六
日

室
生
犀
星
宛
。
湯
河
原
か
ら
。
な
お
、
同
日
附
山

本
有
三
宛
一
四
二
四
書
簡
に
は
、
前
夜
、
新
聞
で
佐
佐
木
茂
索
夫
人
房
子
の
実
父

の
自
殺
を
知
り
、
「
な
ぜ
僕
の
關
係
す
る
縁
談
は
か
う
不
幸
ば
か
り
起
る
の
か
と

思
つ
て
大
い
に
神
經
衰
弱
を
増
進
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
仲
人
を
し
た
岡
榮
一

郎
夫
妻
の
前
年
の
離
婚
等
を
前
提
に
言
う
。
）



道
ば
た
の
墓
な
つ
か
し
や
冬
の
梅

（
一
四
四
四

二
月
八
日

片
山
廣
子
宛
。
湯
河
原
か
ら
。
「
越
し
人
」
廣
子
へ

の
手
紙
。
手
紙
文
中
、
「
こ
の
間
山
の
奥
の
隱
居
梅
園
と
申
す
所
へ
行
き
、
修
竹

梅
花
の
中
の
茅
屋
に
澁
茶
を
飮
ま
せ
て
貰
つ
た
時
は
、
僕
も
か
う
言
ふ
所
へ
遁
世

し
た
ら
と
思
ひ
ま
し
た
。
」
と
記
す
も
、
そ
こ
の
老
婆
と
話
を
し
て
胸
算
用
し
た

と
こ
ろ
、
梅
園
を
譲
り
受
け
る
の
に
は
十
万
円
は
か
か
る
と
分
か
る
と
し
、
「
西

行
芭
蕉
の
昔
は
知
ら
ず
遁
世
も
當
節
で
は
容
易
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
う
考
へ
た

ら
、
隱
居
梅
園
も
甚
だ
憂
鬱
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
」
と
な
ど
と
書
い
て
い

る
。
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
編

芥
川
龍
之
介
片
山
廣
子
関
連
書
簡
十
六
通
」
に
本
書
簡

全
文
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
日
、
作
品
集
『
或
日
の
大
石

内
蔵
助
』『
地
獄
變
』
を
文
藝
春
秋
出
版
部
よ
り
刊
行
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/aku-hiroko.html


更
け
ま
さ
る
火
か
げ
や
こ
よ
ひ
雛
の
顏

（
一
四
六
七

四
月
九
日

佐
佐
木
茂
索
宛
。
手
紙
文
で
は
、
佐
佐
木
に
薦
め
ら

れ
た
睡
眠
薬
ア
ロ
ナ
ア
ル
・
ロ
ッ
シ
ュ
を
二
錠
飲
ん
だ
が
効
か
ず
、
と
う
と
う
ア

ダ
リ
ン
を
一
グ
ラ
ム
飲
ん
で
や
っ
と
眠
る
も
、
お
蔭
で
翌
日
は
ぼ
ー
っ
と
し
て
暮

ら
し
た
と
記
し
て
い
る
。
句
直
前
の
二
伸
文
中
に
「
こ
の
頃
下
島
さ
ん
に
賴
ま
れ
、

悼
亡
の
句
一
つ
。
」
と
あ
る
。
下
島
勳
の
十
四
歳
の
娘
の
病
死
後
、
彼
か
ら
懇
請

さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
小
穴
隆
一
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
直
後
の
四
月

十
五
日
に
芥
川
が
彼
の
下
宿
を
訪
ね
、
自
殺
の
決
意
を
伝
え
た
と
す
る
。
ま
た
、

四
月
二
十
二
日
か
ら
鵠
沼
に
養
生
に
出
か
け
、
当
初
の
一
ヶ
月
程
の
予
定
が
大
幅

に
延
び
、
翌
年
の
一
月
ご
ろ
ま
で
滞
在
し
た
。
但
し
、
時
折
、
田
端
へ
戻
っ
て
い

る
。
）



さ
み
だ
れ
や
靑
柴
つ
め
る
軒
の
下

う
ら
ら
か
に
毛
虫
わ
た
る
や
松
の
枝

（
一
四
七
五

五
月
二
十
一
日

平
木
二
六
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
こ
の
月
初
め
頃
ま

で
に
、
興
文
社
の
『
近
代
日
本
文
藝
讀
本
』
の
種
々
の
ご
た
ご
た
の
た
め
に
疲
弊

す
る
等
、
睡
眠
薬
の
濫
用
を
始
め
て
い
た
模
様
〔
後
掲
す
る
一
五
一
一
書
簡
参

照
。
〕
。）



 
 

破
調

兎
も
片
耳
垂
る
る
大
暑
か
な

（
一
四
七
九

五
月
二
十
九
日

室
生
犀
星
宛
。「
さ
み
だ
れ
や
」
を
後
に
併
記
。

な
お
、
こ
の
手
紙
に
は
大
正
十
五
年
六
月
号
『
日
本
詩
人
』
の
「
青
椅
子
」
欄
に

載
る
萩
原
朔
太
郎
の
「
中
央
亭
騒
動
事
件
（
実
録
）
」
を
読
ん
で
感
動
し
た
旨
を

記
し
、「
敬
愛
す
る
室
生
犀
星
よ
、
椅
子
を
ふ
り
ま
は
せ

椅
子
を
ふ
り
ま
は
せ
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
正
十
四
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
『
日
本
詩
集
』
大

正
十
四
年
版
出
版
祝
賀
会
の
席
上
に
於
け
る
騒
動
を
指
す
。
祝
賀
会
の
席
上
、
批

判
的
言
辞
を
放
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
岡
本
潤
と
朔
太
郎
の
一
見
不
穏
な
雰
囲

気
に
、
親
友
朔
太
郎
身
に
対
す
る
暴
挙
と
勘
違
い
し
た
室
生
犀
星
が
、
椅
子
を
振

り
回
し
て
岡
本
潤
に
向
か
っ
て
行
っ
た
行
為
を
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
犀
星
の

純
朴
な
直
情
径
行
に
都
会
人
芥
川
龍
之
介
は
何
処
か
惹
か
れ
て
い
た
。
）



 
 

鵠
沼
所
見

さ
み
だ
れ
や
靑
柴
つ
め
る
軒
の
下

（
一
四
八
〇

五
月
三
十
日

薄
田
泣
菫
宛
。
田
端
か
ら
。
前
書
附
き
。）



＊
兎
も
片
耳
垂
ら
す
大
暑
か
な
【
＊
推
定
復
元
】

＊
兎
も
片
耳
垂
ら
し
た
る
大
暑
か
な
【
＊
推
定
復
元
】

（
一
四
八
二

六
月
一
日

佐
佐
木
茂
索
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
こ
の
書
簡
文
中
で
、

「
こ
の
間
の
句
は
改
作
し
た
（
チ
ヤ
コ
樣
に
よ
ろ
し
く
）
」
と
書
き
（
「
チ
ヤ
コ
」

は
佐
佐
木
茂
索
の
妻
房
子
の
愛
称
）
、「
破
調
」
の
詞
書
で
「
兎
も
片
耳
垂
る
る
大

暑
か
な
」
の
句
を
挙
げ
、
そ
の
後
に
『
按
ず
る
に
「
垂
ら
す
」
或
は
「
垂
ら
し
た

る
」
と
Ｓ
の
音
は
ひ
り
て
は
大
暑
の
感
じ
か
ぶ
さ
り
來
た
ら
ず
。
「
垂
る
る
」
と

改
め
た
る
所
以
な
り
。
』
と
あ
る
の
で
、
以
上
か
ら
推
定
さ
れ
る
推
敲
句
形
二
句

を
復
元
し
て
掲
げ
て
お
く
。
ま
た
、
手
紙
文
で
は
「
鵠
沼
に
一
月
ゐ
る
間
の
客
の

數
は
東
京
に
三
月
ゐ
る
間
の
客
の
數
に
匹
敵
す
」
と
記
し
、
鷺
只
雄
氏
の
「
年
表

作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
」
に
は
、
芥
川
は
「
実
際
に
客
が
帰
る
と
縁
側
に
倒
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
と
妻
は
後
に
語
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。）



花
は
ち
す
雀
を
と
め
て
た
わ
み
け
り

白
じ
ろ
と
ほ
そ
れ
る
犬
か
松
の
風
（
コ
レ
ハ
未
定
稿
）

白
じ
ろ
と
犬
も
ほ
そ
る
か
松
の
風
（
コ
レ
ハ
未
定
稿
）

（
一
四
九
九

七
月
二
十
九
日

室
生
犀
星
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
後
の
二
つ
の
「
白

じ
ろ
と
」
の
句
は
、
底
本
で
は
一
行
で
中
七
の
み
大
括
弧
で
は
み
出
し
、
左
脇
に

「
犬
も
ほ
そ
る
か
」
が
入
る
。
従
っ
て
「
（
コ
レ
ハ
未
定
稿
）」
は
実
際
に
は
句
末

に
一
つ
で
あ
る
の
で
注
意
。
こ
の
「
白
い
犬
」
は
「
鵠
沼
雑
記
」
に
出
る
追
跡
妄

想
的
な
あ
の
「
白
い
犬
」
で
あ
ろ
う
。
手
紙
文
で
は
借
家
の
四
方
八
方
の
騒
音
に

悩
ま
さ
れ
、
鵠
沼
で
も
西
の
海
岸
の
方
へ
引
越
そ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
洩
ら
し

て
い
る
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/kugenuma.html


花
は
ち
す
雀
を
と
め
て
た
わ
わ
な
る

松
風
に
白
犬
細
う
す
ぎ
に
け
り

（
一
五
〇
二

八
月
九
日

室
生
犀
星
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
句
の
前
の
手
紙
文
中
に

「
下
痢
を
し
た
。
何
も
書
け
ず
に
い
ら
い
ら
し
て
い
る
。
こ
の
前
の
句
は
か
う
改

め
た
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
一
四
九
九
書
簡
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
の

後
、
九
月
十
日
附
室
生
犀
星
一
五
一
四
書
簡
で
、
「
こ
の
間
の
句
は
二
句
と
も
捨

て
た
（
松
風
に
、
花
は
ち
す
）
」
と
記
し
て
い
る
。
後
の
句
の
「
白
犬
」
は
、
や

は
り
「
鵠
沼
雑
記
」
の
犬
で
あ
る
。
更
に
「
二
伸

夏
目
先
生
の
こ
と
に
僕
を
引

き
合
ひ
に
出
し
て
貰
ひ
少
か
ら
ず
恐
縮
し
た
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
新

全
集
注
解
で
宮
坂
覺
氏
は
室
生
犀
星
の
『
「
漱
石
の
発
句
」
の
中
に
「
漱
石
の
発

句
は
後
進
の
澄
江
堂
の
洗
練
が
な
く
」
「
澄
江
堂
龍
之
介
は
、
年
は
若
い
が
一
粒

づ
つ
よ
り
ぬ
い
て
手
を
ゆ
る
め
て
ゐ
な
い
」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
』
こ
と
を

指
す
と
さ
れ
て
い
る
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/kugenuma.html


 
 

即
景

花
は
ち
す
雀
を
と
め
て
た
わ
わ
な
る

（
一
五
〇
九

八
月
二
十
四
日

遠
田
信
太
郎
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
鷺
只
雄
氏
の
「
年

表
作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
」
に
は
、
「
こ
の
頃
、
妻
と
二
人
新
婚
生
活
を
送
っ

た
鎌
倉
を
訪
ね
る
」
と
あ
る
。
大
町
辻
、
因
み
に
前
に
も
書
い
た
が
、
こ
こ
は
私

の
実
家
の
す
ぐ
傍
で
、
私
の
実
家
か
ら
見
え
る
位
置
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。）

秋
の
日
や
疊
干
し
た
る
町
の
う
ら

（
一
五
一
一

九
月
二
日

室
生
犀
星
宛
。
田
端
か
ら
。
手
紙
末
に
「
こ
の
間
睡

眠
藥
を
の
み
す
ぎ
夜
中
に
五
十
分
も
獨
り
語
を
云
ひ
つ
づ
け
た
よ
し
。」
と
あ
る
。
）



 
 

こ
の
頃
の
一
句

据
ゑ
風
呂
に
頸く

び

骨
さ
す
る
夜
寒
か
な

（
一
五
一
五

九
月
十
六
日

佐
佐
木
茂
索
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
手
紙
文
中
に
「
點

鬼
簿
に
數
枚
つ
け
加
え
て
改
造
に
出
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
數
枚
に
幾
日
も
か
か
り
、

小
生
前
途
暗
澹
の
感
あ
り
。」
と
し
、
さ
ら
に
身
邊
の
瑣
事
を
並
べ
た
後
、「
多
事
、

多
難
、
多
憂
、
蛇
の
や
う
に
冬
眠
し
た
い
。
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日

前
後
に
「
點
鬼
簿
」
を
脱
稿
し
て
い
る
。『
改
造
』
へ
の
発
表
は
十
月
一
日
。
）

 
 

戲
れ
に

ふ
り
わ
け
て
片
荷
は
酒
の
小
春
か
な

（
一
五
二
七

十
一
月
一
日

小
澤
忠
兵
衛
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
小
穴
隆
一
の
絵
あ

り
。
手
紙
文
は
下
駄
の
履
き
間
違
え
を
謝
す
る
内
容
。
下
駄
は
小
包
で
送
っ
て
い



る
。
履
き
違
え
は
酒
席
の
帰
り
の
出
来
事
で
も
あ
っ
た
か
。
ち
な
み
に
小
澤
忠
兵

衛
（
碧
童
）
は
大
の
酒
好
き
で
あ
っ
た
。）

か
ひ
も
な
き
眠
り
藥
や
夜
半
の
冬

（
一
五
三
七

十
二
月
五
日

下
島
勳
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
い
つ
も
睡
眠
薬
を
処
方

し
て
く
れ
る
下
島
へ
の
挨
拶
句
。
次
の
一
五
六
三
書
簡
注
参
照
。
十
二
月
二
日
附

佐
佐
木
茂
索
宛
一
五
三
二
書
簡
で
は
「
鴉
片
エ
キ
ス
、
ホ
ミ
カ
、
下
劑
、
ヴ
エ
ロ

ナ
ア
ル
、
―
―
藥
を
食
つ
て
生
き
て
ゐ
る
や
う
だ
。」
と
記
す
。）



山
蜂
の
劒
を
冷
や
す
や
手
水
鉢

（
書
簡
番
号
な
し

推
定
大
正
十
五
年

葛
巻
義
敏
宛
。
家
に
て
小
松
芳
喬
氏
の

名
刺
に
、
と
「
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
」
に
あ
る
も
の
。
類
型
句
な
し
。
小
松
芳

喬
（
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
～
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
）
は
経
済
学

者
。
小
松
芳
喬
宛
の
も
の
で
は
近
々
に
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
二
月
五
日
附
一

五
七
〇
書
簡
が
あ
る
の
で
（
但
し
、
句
は
な
い
）
、
書
簡
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
、

こ
こ
に
示
し
て
お
く
。）



昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年 

 
 
 
 

三
十
五
歳

 
 

即
興

尿
す
る
茶
壺
も
寒
し
枕
上ガ

ミ

（
一
五
六
三

一
月
二
十
八
日

齋
藤
茂
吉
宛
。
田
端
か
ら
。「
尿
す
る
」
の
「
尿
」

は
「
い
ば
り
・
す
ば
り
・
ゆ
ば
り
」
と
三
様
に
読
め
る
。
筑
摩
全
集
類
聚
版
の
当

該
書
簡
で
は
「
い
ば
り
」
と
ル
ビ
を
振
る
が
、
芥
川
の
言
語
感
覚
か
ら
私
は
サ
行

音
の
畳
み
か
け
か
ら
「
す
ば
り
」
と
読
み
た
い
。
「
茶
壺
」
に
掛
け
る
な
ら
「
ゆ

ば
り
」
か
。
こ
の
手
紙
で
彼
は
、
茂
吉
の
短
尺
を
依
頼
し
、
後
で
使
い
を
遣
る
の

で
、
そ
の
時
にVeronal

とN
euronal 

を
処
方
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し

て
い
る
。
前
年
か
ら
の
内
憂
外
患
の
ス
ト
レ
ス
に
加
え
、
こ
の
月
の
六
日
に
義
兄

（
姉
ヒ
サ
の
夫
）
西
川
豊
が
鉄
道
自
殺
、
そ
の
後
処
理
に
奔
走
、
極
度
に
疲
弊
し

て
い
た
。
義
兄
は
前
々
日
自
宅
が
火
災
に
遭
っ
て
い
る
が
、
そ
の
家
に
多
額
の
保



険
金
を
か
け
た
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
放
火
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
警
察
の
取
調

べ
を
受
け
て
い
た
。
時
に
、
こ
のVeronal

は
自
殺
に
用
い
た
と
さ
れ
る
薬
物
の

一
つ
で
あ
る
。
共
立
出
版
一
九
六
一
年
刊
「
化
学
大
事
典
」
に
よ
る
と
こ
れ
は
商

品
名
で
、
バ
ル
ビ
ツ
ー
ル
酸
の
ジ
エ
チ
ル
誘
導
体
で
、
正
式
名
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
、

催
眠
薬
と
あ
り
、
「
ド
イ
ツFarbenfabriken Bayer A. G

. 

製
の
商
品
名
を

ベ
ロ
ナ
ー
ル
（
英Veronal

）
と
い
う
。
一
九
〇
三
年E. Fischer 

お
よ
びJ. 

v. M
ering 

に
よ
り
催
眠
性
が
認
め
ら
れ
、
今
日
の
バ
ル
ビ
ツ
ル
酸
系
催
眠
薬
確

立
の
端
緒
と
な
っ
た
。
」
と
記
す
。N

euronal 

は
全
集
類
聚
版
注
に
神
経
安
定

剤
と
あ
る
。
…
…
し
か
し
本
当
に
こ
の
数
ヵ
月
後
の
自
裁
に
用
い
ら
れ
た
の
は
―

―
「
ジ
ャ
ー
ル
と
ヴ
ェ
ロ
ナ
ー
ル
」
―
―
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

私
は
疑
問

に
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
…
…
（
後
掲
す
る
「
一
五
九
二
」
の
注
を
参
照
）。
一

月
一
日
に
は
「
彼
」
を
『
女
性
』
に
（
脱
稿
は
十
一
月
十
三
日
）
、
「
彼

第
二
」

を
『
新
潮
』
に
（
脱
稿
は
十
二
月
九
日
）
、
十
二
月
十
六
日
頃
脱
稿
し
た
「
玄
鶴

山
房
」
一
、
二
章
を
『
中
央
公
論
』
一
月
号
に
、
「
悠
々
荘
」
を
『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
に
発
表
し
て
い
る
。
）



 
 

即
興

春
返
る
支
那
餅
食
へ
や
い
ざ
子
ど
も

（
一
五
七
二

二
月
七
日

蒲
原
春
夫
宛
。
田
端
か
ら
。
支
那
餅
の
礼
。
手
紙
文

中
、「
僕
は
多
忙
中
ム
ヤ
ミ
に
書
い
て
ゐ
る
。
婦
人
公
論
十
二
枚
、
改
造
六
十
枚
、

文
藝
春
秋
三
枚
、
演
劇
新
潮
五
枚
、、
我
な
が
ら
窮
す
れ
ば
通
ず
と
思
つ
て
ゐ
る
。
」

と
記
す
。
後
に
日
附
の
代
わ
り
に
「
御
大
葬
の
夜
」
と
あ
る
（
前
年
の
十
二
月
二

十
五
日
に
崩
御
し
た
大
正
天
皇
の
埋
葬
の
儀
は
二
月
八
日
に
行
わ
れ
れ
て
い
る

が
、
前
日
か
ら
の
準
備
を
含
め
て
の
謂
い
で
あ
ろ
う
か
）
。
既
に
述
べ
た
通
り
、

前
月
の
一
月
六
日
、
義
兄
西
川
豊
が
千
葉
県
山
武
郡
で
鉄
道
自
殺
を
遂
げ
、
事
後

や
残
さ
れ
た
借
金
の
処
理
に
た
め
に
、
疲
労
は
極
点
に
達
し
て
い
た
。
）



冴
え
返
る
枝
も
ふ
る
へ
て
猿
す
べ
り

（
一
五
八
八

三
月
二
十
八
日

齋
藤
茂
吉
宛
。
鵠
沼
か
ら
。
芥
川
の
内
実
が
吐

露
さ
れ
る
書
簡
で
あ
る
。
以
下
に
、
手
紙
文
全
文
を
掲
載
す
る
。

原
稿
用
紙
に
て
御
免
蒙
り
候
。
度
々
御
手
紙
頂
き
、
恐
縮
に
候
。
「
河
童
」
な
ど

は
時
間
さ
へ
あ
れ
ば
、
ま
だ
何
十
枚
で
も
書
け
る
つ
も
り
。
唯
婦
人
公
論
の
「
蜃

氣
樓
」
だ
け
は
多
少
の
自
信
有
之
候
。
但
し
こ
れ
も
片
々
た
る
も
の
に
て
ど
う
に

も
致
し
か
た
無
之
候
。
何
か
ペ
ン
を
動
か
し
居
り
候
へ
ど
も
、
い
づ
れ
も
楠
正
成

が
湊
川
に
て
戰
ひ
を
る
や
う
な
も
の
に
有
之
、
疲
勞
に
疲
勞
を
重
ね
を
り
候
。（
今

日
は
午
後
よ
り
鵠
沼
へ
參
る
筈
。
）
尊
臺
の
こ
と
な
ど
何
か
と
申
す
が
ら
に
も
無

之
候
へ
ど
も
、
あ
ま
り
は
た
が
齒
痒
き
故
、
ペ
ン
を
及
ぼ
し
候
次
第
、
高
免
を
得

れ
ば
幸
甚
に
御
座
候
。
一
休
禪
師
は
朦
々
三
十
年
と
申
し
候
へ
ど
も
、
小
生
な
ど

は
碌
々
三
十
年
、
一
爪
痕
も
殘
せ
る
や
否
や
覺
束
な
く
、
み
づ
か
ら
「
く
た
ば
つ

て
し
ま
へ
」
と
申
す
こ
と
度
た
び
に
有
之
候
。
御
憐
憫
下
さ
れ
度
候
。
こ
の
頃
又



半
透
明
な
る
齒
車
あ
ま
た
右
の
目
の
視
野
に
廻
轉
す
る
事
あ
り
、
或
は
尊
臺
の
病

院
の
中
に
半
生
を
了
る
こ
と
と
相
成
る
べ
き
乎
。
こ
の
頃
福
田
大
將
を
狙
撃
し
た

る
和
田
久
太
郎
君
の
獄
中
記
を
讀
み
、「
し
ん
か
ん
と
し
た
り
や
蚤
の
は
ね
る
音
」

「
の
ど
の
中
に
藥
塗
る
な
り
雲
の
峯
」
「
麥
飯
の
虫
ふ
え
に
け
り
土
用
雲
」
等
の

句
を
得
、
ア
ナ
ア
キ
ス
ト
も
中
々
や
る
な
と
存
じ
候
。
（
一
茶
嫌
ひ
の
尊
臺
に
は

落
第
に
や
）
殊
に
「
あ
の
霜
が
刺
さ
つ
て
ゐ
る
か
痔
の
病
」
は
同
病
相
憐
む
の
情

に
堪
へ
ず
、
獄
中
に
て
の
痔
は
苦
し
か
る
べ
く
候
。
來
月
朔
日
に
は
歸
京
、
又
々

親
族
會
議
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
快
こ
の
事
に
存
じ
を
り
候
。
そ
こ
へ
參

る
と
菊
池
な
ど
は
大
し
た
勢
い
に
て
又
々
何
と
か
讀
本
を
は
じ
め
候
。
（
小
生
は

名
前
を
連
ね
た
る
の
み
。
）
唯
今
小
生
に
慾
し
き
も
の
は
第
一
に
動
物
的
エ
ネ
ル

ギ
イ
、
第
二
に
動
物
的
エ
ネ
ル
ギ
イ
、
第
三
に
動
物
的
エ
ネ
ル
ギ
イ
の
み
。

 
 
 

冴
え
返
る
枝
も
ふ
る
へ
て
猿
す
べ
り

「
朦
々
」
は
精
神
が
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
「
尊
臺
の
病
院
」
は
茂
吉
が
院
長

を
し
て
い
た
青
山
脳
病
院
を
指
す
。
和
田
久
太
郎
は
、
関
東
大
震
災
で
憲
兵
甘
粕



大
尉
ら
に
よ
る
友
大
杉
栄
殺
害
の
仇
を
討
つ
た
め
、
震
災
時
の
戒
厳
司
令
官
で
あ

っ
た
陸
軍
大
将
福
田
雅
太
郎
を
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
狙
撃
し
た
が
、
失
敗
。

彼
は
、
事
件
の
翌
年
に
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
、
三
年
後
、
三
十
五
歳
で
獄
中

で
縊
死
自
殺
を
遂
げ
た
。
「
親
族
會
議
」
は
義
兄
西
川
豊
の
自
宅
放
火
保
険
金
詐

欺
の
嫌
疑
、
西
川
の
鉄
道
自
殺
、
彼
の
死
後
の
多
額
の
借
金
返
済
問
題
等
に
関
わ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
菊
池
寛
の
始
め
た
「
何
と
か
讀
本
」
は
興
文
社
刊
の
全
八

十
八
巻
に
な
る
『
小
学
生
全
集
』
を
指
す
。
編
纂
者
は
菊
池
と
芥
川
の
共
同
と
な

っ
て
い
る
。
）



冴
返
る
鄰
の
屋
根
や
夜
半
の
雨

（
一
五
九
二

四
月
十
日

飯
田
蛇
笏
宛
。
田
端
か
ら
。
こ
こ
に
は
個
々
の
自
作

俳
句
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
全
文
を
掲
載

す
る
。

冠
省
「
雲
母
」
の
選
句
高
評
あ
り
が
た
く
存
候
。
専
門
家
に
あ
あ
云
は
れ
る
と
素

人
少
々
鼻
を
高
く
致
し
候
。
但
し
蝶
の
舌
の
句
は
改
作
に
あ
ら
ず
、
お
の
づ
か
ら

「
ゼ
ン
マ
イ
に
似
る
」
云
々
と
記
憶
せ
し
も
の
に
有
之
候
。
當
時
の
句
屑
を
保
存

せ
ざ
る
小
生
の
事
故
「
鐵
條
に
似
て
」
云
々
と
あ
り
し
と
云
ふ
貴
説
恐
ら
く
正
し

か
る
べ
く
、
從
つ
て
、
も
う
一
度
考
へ
直
し
度
候
。
唯
似
る
―
―niru

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
ロ
ー
マ
字
は
底
本
で
は
横
書
。
］
と
滑
る
音
、
ゼ
ン
マ
イ
に
か
か
り

て
ち
よ
つ
と
未
練
あ
り
、
こ
の
ラ
行
の
音
を
欲
し
と
思
ふ
は
素
人
考
へ
に
や
。
な

ほ
又
「
か
げ
ろ
ふ
や
棟
も
落
ち
た
る
」
は
「
棟
も
沈
め
る
」
と
改
作
致
し
候
。
あ
ゝ

何
句
も
な
ら
べ
て
見
る
と
、
調
べ
に
變
化
乏
し
く
つ
く
づ
く
俳
諧
も
む
づ
か
し
き



も
の
な
り
と
存
候
。
こ
の
頃
久
保
田
君
、
句
集
を
出
す
に
つ
き
、
序
を
書
け
と
云

は
れ
、

 
 
 

「
冴
え
返
る
鄰
の
屋
根
や
夜
半
の
雨
」

御
一
笑
下
さ
れ
度
候
。
二
月
號
「
山
廬
近
詠
」
中
、

 
 
 

「
破
魔
弓
や
山
び
こ
つ
く
る
子
の
た
む
ろ
」

人
に
迫
る
も
の
有
之
候
。
あ
あ
云
ふ
ゝ
は
東
京
に
ゐ
て
は
到
底
出
來
ず
、
健
羨
に

堪
へ
ず
候
。
頓
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芥
川
龍
之
介

 
 
 

四
月
十
日

 
 

飯
田
蛇
笏
樣

こ
れ
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
二
月
二
十
五
日
、
新
潮
社
発
行
の
単
行

本
『
梅
・
馬
・
鶯
』
に
「
發
句
」
の
題
で
収
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
、
『
雲
母
』
誌

上
で
の
蛇
笏
評
に
対
す
る
消
息
文
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
前
後
に
、
芥
川
は
心
中
未
遂
を
起
こ
し
て
い
る
。
四
月
七
日
と
も



四
月
十
六
日
と
も
さ
れ
る
が
（
菊
池
寛
宛
の
遺
書
は
菊
池
自
身
が
十
六
日
附
と

「
芥
川
の
事
ど
も
」
に
書
き
記
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
菊
池
の
言
う
「
遺
書
」

な
る
も
の
実
態
は
、
そ
の
叙
述
自
体
か
ら
や
や
不
分
明
な
点
が
あ
る
）
、
執
筆
場

と
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
で
、
妻
文
の
幼
な
友
達
の
平
松
麻
素
子

ま

す

こ

と
心
中
を
計
画

し
た
が
、
平
松
が
小
穴
や
、
彼
女
の
友
人
で
歌
人
の
柳
原
白

蓮

び
ゃ
く
れ
ん

に
告
白
し
、
白

蓮
や
文
本
人
の
説
得
で
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
。

更
に
脱
線
す
る
と
、
私
は
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
「
四
十
八

死
」
で
芥
川
龍

之
介
が
青
酸
カ
リ
を
既
に
所
持
し
て
い
た
如
き
記
載
（
但
し
、
私
は
こ
こ
に
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
こ
の
、
あ
る
女
が
、
龍
之
介
に
青
酸
カ
リ
を
渡
し
た
の
で
は
、
な

い
、
と
考
え
て
い
る
）
を
重
く
見
て
い
る
。

青
酸
カ
リ
。
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
の
通
称
。
化
学
式
Ｋ
Ｃ
Ｎ
。
水
酸
化
カ
リ
ウ

ム
と
シ
ア
ン
化
水
素
を
反
応
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
潮
解
性
を
持
っ
た
白
色

粉
末
状
結
晶
。
水
に
易
溶
性
を
持
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
も
や
や
溶
け
る
。
猛
毒
で
、

致
死
量
〇
・
一
五
グ
ラ
ム
。
金
・
銀
の
冶
金
・
メ
ッ
キ
等
で
利
用
す
る
。
―
―

―
―
私
は
若
い
頃
か
ら
、
芥
川
龍
之
介
の
死
因
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
所



謂
、
睡
眠
薬
の
多
量
服
用
で
は
自
殺
の
既
遂
（
成
功
）
の
可
能
性
が
か
な
り
低
い

か
ら
で
あ
る
。
確
実
な
死
を
望
ん
で
い
た
芥
川
が
ジ
ャ
ー
ル
や
ヴ
ェ
ロ
ナ
ー
ル
で

安
心
し
た
は
ず
が
な
い
。
致
死
性
に
於
い
て
万
全
で
あ
る
、
こ
の
青
酸
カ
リ
を
描

写
し
て
い
る
、
そ
の
「
四
十
八

死
」
を
見
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 

四
十
八

死

彼
は
彼
女
と
は
死
な
な
か
つ
た
。
唯
未
だ
に
彼
女
の
體
に
指
一
つ
觸
つ
て
ゐ
な

い
こ
と
は
彼
に
は
何
か
滿
足
だ
つ
た
。
彼
女
は
何
ご
と
も
な
か
つ
た
や
う
に
時
々

彼
と
話
し
た
り
し
た
。
の
み
な
ら
ず
彼
に
彼
女
の
持
つ
て
ゐ
た
靑
酸
加
里
を
一
罎

渡
し
、「
こ
れ
さ
へ
あ
れ
ば
お
互
に
力
強
い
で
せ
う
、」
と
も
言
つ
た
り
し
た
。

そ
れ
は
實
際
彼
の
心
を
丈
夫
に
し
た
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
彼
は
ひ
と
り
籐
椅

子
に
坐
り
、
椎
の
若
葉
を
眺
め
な
が
ら
、
度
々
死
の
彼
に
與
へ
る
平
和
を
考
へ
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。



―
―
私
は
高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
、
芥
川
の
自
殺
に
用
い
た
毒
物
は
青
酸
カ
リ
で

あ
ろ
う
と
踏
ん
で
い
た
。
た
だ
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
平
松
麻
素
子

か
ら
青
酸
カ
リ
を
入
手
し
た
と
い
う
の
は
如
何
に
も
考
え
に
く
い
と
、
や
は
り
ず

っ
と
思
っ
て
い
た
。
平
松
麻
素
子
と
の
心
中
未
遂
の
一
件
に
つ
い
て
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
、
こ
の
シ
ー
ン
の
よ
う
に
彼
女
が
『
持
つ
て
ゐ
た
青
酸
加
里
を
一
罎
渡

し
、「
こ
れ
さ
へ
あ
れ
ば
お
互
に
力
強
い
で
せ
う
、
」
と
も
言
つ
た
り
し
た
』
と
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
…
…
山
崎
光
夫
氏
の
「
藪
の
中
の

家
－
芥
川
自
死
の
謎
を
解
く
」
に
出
逢
っ
た
。
―
―
な
る
ほ
ど
！

そ
う
か
！

直
ぐ
近
く
に
！
―
―
以
下
は
、
こ
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
作
品
を
お
読
み
あ
れ
！
―
―

と
も
か
く
芥
川
龍
之
介
は
青
酸
カ
リ
で
自
死
に
美
事
成
功
し
た
の
で
あ
る
…
…
。

ま
た
、
こ
の
事
件
に
大
正
期
に
お
の
が
恋
を
立
て
通
し
た
稀
有
の
女
性
柳
原
白
蓮

が
関
わ
っ
て
い
る
の
も
、
何
と
も
感
慨
深
い
と
、
ま
た
、
感
ず
る
の
で
も
あ
る
。）



こ
ぶ
こ
ぶ
の
乳
も
霞
む
や
枯
れ
銀
杏

（
一
五
九
四

五
月
二
日

恒
藤
恭
宛
。
田
端
か
ら
。
手
紙
文
中
に
「
頭
の
中
は

ま
だ
片
づ
か
な
い
。
從
つ
て
未
だ
に
病
氣
だ
。
唯
書
か
ざ
る
可
ら
ざ
る
必
要
が
あ

つ
て
書
い
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
憫
み
給
へ
。
來
月
も
亦
谷
崎
君
に
答
へ
る
こ
と
に

し
た
。
僕
等
の
議
論
は
君
等
に
は
非
論
理
的
だ
ら
う
が
、
僕
の
現
在
の
頭
の
中
を

整
理
す
る
た
め
に
は
必
要
な
の
だ
。
」
と
あ
る
。「
現
在
の
頭
の
中
」
―
―
言
い
得

て
妙
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ま
さ
に
四
月
一
日
か
ら
『
改
造
』
連
載
を
始
め
た
と

こ
ろ
の
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
、
谷
崎
潤
一
郎

と
の
『
筋
の
な
い
小
説
』
論
争
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
五
月
一
日
に
は
、
「
た
ね

子
の
憂
鬱
」
を
『
新
潮
』
に
発
表
し
て
い
る
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/bu.html


 
 

憶
北
海
道

冴
え
返
る
身
に
し
み
じ
み
と
ほ
つ
き
貝

（
一
六
〇
五

五
月
二
十
四
日

佐
佐
木
茂
索
宛
。
絵
葉
書
。
句
の
後
に
「
こ
の

ほ
つ
き
貝
と
云
ふ
は
恐
る
べ
き
も
の
だ
。
ど
こ
の
宿
に
と
ま
つ
て
も
大
抵
膳
の
上

に
出
現
す
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
憶
北
海
道
」
と
い
う
詞
書
は
、
改
造
社
版
『
現

代
日
本
文
学
全
集
』
宣
伝
の
た
め
の
講
演
旅
行
で
、
里
見
弴
と
の
東
北
・
北
海
道

へ
の
旅
を
指
す
。
五
月
十
三
日
に
旅
立
ち
、
五
月
十
六
日
に
函
館
着
、
札
幌
・
旭

川
・
小
樽
で
講
演
、
道
内
五
泊
の
内
、
車
中
泊
二
泊
の
強
行
軍
で
、
そ
の
後
、
二

十
一
日
の
青
森
講
演
で
終
了
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
青
森
講
演
の
演
題
は
「
漱

石
先
生
の
話
」
で
、
聴
衆
の
中
に
は
に
は
弘
前
高
校
在
学
中
の
太
宰
治
が
い
た
。

そ
の
後
、
単
身
で
、
北
陸
回
り
で
新
潟
に
行
き
、
二
十
三
日
も
し
く
は
二
十
四
日

に
新
潟
高
校
で
「
ポ
オ
の
一
面
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
新
潟
高
校
講

演
行
は
芥
川
の
三
中
在
学
時
の
校
長
が
当
時
の
新
潟
高
校
校
長
で
あ
っ
た
か
ら

と
い
う
。
五
月
二
十
四
日
附
芥
川
文
宛
一
六
〇
七
書
簡
で
は
「
東
北
や
北
海
道
を



廻
つ
て
來
る
と
食
ひ
も
の
の
う
ま
い
だ
け
難
有
い
／
ど
こ
へ
行
つ
て
も
御
馳
走

ぜ
め
に
弱
つ
て
ゐ
る
。
就
中
北
海
道
の
「
ホ
ツ
キ
」
と
云
ふ
貝
は
や
り
切
れ
な
い
。
」

と
記
し
て
お
り
、
前
掲
し
た
大
正
十
一
年
十
二
月
十
七
日
附
一
〇
九
一
書
簡
に
あ

る
よ
う
に
ホ
ッ
キ
ガ
イ
に
あ
た
っ
た
経
験
の
あ
る
彼
と
し
て
は
、
真
に
「
恐
る
べ

き
」
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
中
田
雅
敏
氏
は
蝸
牛
文
庫
版
の
鑑
賞

文
で
、
こ
の
句
を
『
多
分
に
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
句
で
、
動
物
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
如

を
訴
え
る
精
神
の
投
影
で
あ
る
』
と
記
さ
れ
る
が
、
面
白
い
読
み
で
あ
る
（
「
動

物
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
如
を
訴
え
る
精
神
の
投
影
」
と
い
う
の
は
、
私
に
は
一
種

の
パ
ラ
ド
ク
ス
と
聴
こ
え
も
す
る
）
。
…
…
剥
き
身
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
、
確
か
に
、

女
性
の
外
陰
部
を
連
想
さ
せ
る
。
―
―
さ
て
も
、
五
月
二
十
四
日
附
里
見
弴
宛
一

六
一
〇
書
簡
の
同
句
前
書
は
「
北
海
道
を
憶
ふ
」
と
こ
の
漢
文
の
単
な
る
書
き
下

し
と
解
し
て
採
ら
な
い
。
）



 
 

北
海
道
二
句

ひ
つ
じ
田
の
中
に
し
だ
る
る
柳
か
な

 
 

ほ
つ
き
貝
と
云
ふ
貝
あ
り
い
づ
こ
の
膳
に
も
の
ぼ
る

冴
え
返
る
身
に
し
み
じ
み
と
ほ
つ
き
貝

（
一
六
〇
六

五
月
二
十
四
日

小
穴
隆
一
宛
。
絵
葉
書
。
五
月
二
十
四
日
附
室

生
犀
星
宛
一
六
〇
九
「
ひ
つ
じ
田
の
」
の
句
の
前
書
は
「
北
海
道
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
と
同
一
と
み
な
し
て
採
ら
な
い
。
「
ひ
つ
じ
」
と
は
刈
り
取
っ
た
後
に
再
び

伸
び
て
く
る
稲
の
こ
と
を
言
う
。
「穭

」
と
書
く
。
秋
の
季
語
。
―
―
時
に
―
―

こ
の
翌
日
か
、
翌
々
日
―
―
龍
之
介
は
秘
か
に
軽
井
沢
を
訪
れ
て
い
た
―
―
そ
れ

が
私
の
確
信
的
推
理
で
あ
る
―
―
御
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
私
の
も
の
し
た
、

「
片
山
廣
子
「
五
月
と
六
月
」
を
主
題
と
し
た
藪
野
唯
至
に
よ
る
六
つ
の
変
奏
曲
」

を
お
読
み
あ
れ
…
…
）

http://homepage2.nifty.com/onibi/hensou.html


 
 

舊
句

金
澤
に
て

簀
む
し
子
や
雨
に
も
ね
ま
る
蝸
牛

（
一
六
一
二

六
月
十
日

柳
田
國
男
宛
。
本
句
は
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之

介
句
集
一

発
句
」
に
所
収
す
る
が
、
書
簡
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
句
前
本
文

に
『
完
省
、
先
夜
は
失
禮
仕
り
候
。
「
ま
ひ
ま
ひ
つ
ぶ
ろ
」
の
ぬ
き
刷
り
、
あ
り

が
た
く
拜
受
致
し
候
。』
と
あ
る
。「
ま
い
ま
い
つ
ぶ
ろ
」
は
柳
田
の
昭
和
四
（
一

九
三
〇
）
年
に
完
成
を
見
る
、
著
名
な
方
言
周
圏
論
の
名
著
「
蝸
牛
考
」
の
初
出

稿
の
一
部
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
旧
句
と
は
い
え
、
挨
拶
句
と
し
て
如
何
に
も

相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
）



雪
ど
け
の
中
に
し
だ
る
ゝ
柳
か
な

（
一
六
一
三

六
月
十
四
日

齋
藤
（
西
村)

貞
吉
宛
。
田
端
か
ら
。
句
の
後
に
「
こ

れ
は
旭
川
の
吟
だ
。
」
と
あ
る
。
こ
の
前
後
に
芥
川
を
最
後
の
大
き
な
衝
撃
が
襲

っ
た
。
盟
友
宇
野
浩
二
の
脳
梅
毒
（
齋
藤
茂
吉
診
断
）
に
よ
る
重
篤
な
統
合
失
調

症
様
症
状
の
発
症
で
あ
る
（
後
年
、
治
癒
す
る
）
。
芥
川
は
実
母
フ
ク
か
ら
の
「
発

狂
の
遺
伝
」
を
極
度
に
恐
れ
て
い
た
（
但
し
、
芥
川
の
記
す
フ
ク
の
症
状
は
決
定

的
な
な
遺
伝
的
素
因
に
基
づ
く
統
合
失
調
症
と
は
私
に
は
思
わ
れ
な
い
。
抑
鬱
性

の
強
い
後
天
性
心
因
性
精
神
病
と
見
る
方
が
自
然
に
思
わ
れ
る
）
。
こ
の
発
狂
恐

怖
が
、
彼
の
死
へ
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
最
早
、

間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
六
月
一
日
に
は
「
齒
車
」
の
一
を
雑
誌

『
大
調
和
』
に
発
表
し
て
い
る
。
「
齒
車
」
の
全
文
掲
載
は
死
後
の
十
月
の
『
文

芸
春
秋
』
誌
上
で
あ
っ
た
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/haguruma.html


 
 

旭
川

雪
ど
け
の
中
に
し
だ
る
ゝ
柳
哉

（
一
六
一
四

六
月
二
十
一
日

小
手
川
金
次
郎
宛
。
田
端
か
ら
。
こ
れ
が
旧
全

集
の
中
で
日
附
の
判
明
し
て
い
る
書
簡
に
所
収
す
る
龍
之
介
最
後
の
俳
句
で
あ

る
。こ

の
前
日
の
六
月
二
十
日
、
『
彼
は
最
後
の
力
を
盡
し
、
彼
の
自
敍
傳
を
書
い

て
見
よ
う
と
し
た
。
が
、
そ
れ
は
彼
自
身
に
は
存
外
容
易
に
出
來
な
か
つ
た
。
そ

れ
は
彼
の
自
尊
心
や
懷
疑
主
義
や
利
害
の
打
算
の
未
だ
に
殘
つ
て
ゐ
る
爲
だ
つ

た
。
彼
は
か
う
云
ふ
彼
自
身
を
輕
蔑
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
又
一

面
に
は
「
誰
で
も
一
皮
剥
い
て
見
れ
ば
同
じ
こ
と
だ
」
と
も
思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ

な
か
つ
た
。
「
詩
と
眞
實
と
」
と
云
ふ
本
の
名
前
は
彼
に
は
あ
ら
ゆ
る
自
敍
傳
の

名
前
の
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
勝
ち
だ
つ
た
。
の
み
な
ら
ず
文
藝
上
の
作
品
に
必
し

も
誰
も
動
か
さ
れ
な
い
の
は
彼
に
は
は
つ
き
り
わ
か
つ
て
ゐ
た
。
彼
の
作
品
の
訴

へ
る
も
の
は
彼
に
近
い
生
涯
を
送
つ
た
彼
に
近
い
人
々
の
外
に
あ
る
筈
は
な
い
。



―
―
か
う
云
ふ
氣
も
彼
に
は
働
い
て
ゐ
た
。
彼
は
そ
の
爲
に
手
短
か
に
彼
の
「
詩

と
眞
實
と
」
を
書
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
。
』
と
言
う
「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
脱

稿
す
る
。
生
前
最
後
の
作
品
集
『
湖
南
の
扇
』
が
文
藝
春
秋
社
出
版
部
か
ら
出
版

さ
れ
た
の
も
、
こ
の
日
で
あ
っ
た
。）

http://homepage2.nifty.com/onibi/aruahou.html


■
年
月
未
詳
書
簡
句

片
戀
や
夕
ひ
え
び
え
と
竹
婦
人

稻
妻
に
あ
や
か
し
船
の
帆
や
見
え
し

坂
な
か
ば
い
つ
し
や
月
の
虚
無
僧

ぼ

ろ

と
な
り

殘
る
夜
や
舟
に
蓮
切
る
水
明
り

（
一
六
二
六

年
月
未
詳

宛
名
不
明
。
書
き
か
け
の
葉
書
に
記
さ
れ
た
も
の
。

最
初
の
句
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月
二
十
九
日
附
池
崎
忠
孝
宛
三
七
九

書
簡
に
「
冷
え
冷
え
と
」
の
表
記
違
い
で
載
る
の
で
、
下
書
き
と
思
わ
れ
る
本
書

簡
も
そ
の
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
「
あ
や
か
し
船
」
に
つ
い
て
は
「
あ
や
か



し
」
が
、
船
が
難
破
す
る
際
の
海
上
の
超
常
現
象
を
指
す
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た

幽
霊
船
の
幻
影
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
中
田
雅
敏
編
著
の
蝸
牛
俳
句
文
庫
３

「
芥
川
龍
之
介
」
に
は
『
「
あ
や
か
し
」
は
海
に
現
れ
る
妖
怪
を
言
う
。
謡
曲
「
船

弁
慶
」
や
西
鶴
の
「
武
家
義
理
物
語
」
に
登
場
す
る
。
海
上
に
閃
光
を
ひ
ら
め
か

し
た
稲
妻
に
、
一
瞬
船
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
あ
れ
は
恐
ら
く
あ
や
か
し
船
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
意
で
あ
る
。
い
か
に
も
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
世
界
を
好

ん
だ
芥
川
ら
し
い
句
で
あ
る
。』
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
。「
虚
無
僧
」
の
読
み
の
「
ぼ

ろ
」
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
に
あ
る
乞
食
僧
が
梵
論
師

ぼ

ろ

ん

じ

、
ボ
ロ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
、
暮
露
と

呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
。
底
本
で
は
三
句
目
は
、

坂
か
な
ば
い
つ
し
や
月
の
虚
無
僧
ぼ
ろ
と
な
り

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
句
は
永
く
私
に
は
不
審
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
岩
波
版
新

全
集
の
当
該
書
簡
（
新
全
集
書
簡
番
号
１
７
３
５
）
で
は
「
坂
な
か
ば
」
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
で
訂
正
し
た
。
）



 
 

近
作

夕
立
つ
や
土
間
に
と
り
こ
む
大
萬
燈

（
一
六
三
一

年
月
未
詳

薄
田
淳
介
（
泣
菫
）
宛
。
岩
波
版
新
全
集
の
当
該
書

簡
（
新
全
集
書
簡
番
号
１
７
３
８
）
の
宮
坂
覺
氏
注
解
で
は
、
幾
つ
か
の
傍
証
を

掲
げ
て
、
本
書
簡
の
執
筆
時
期
を
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
降
と
す
る
説
と
、

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
以
降
と
す
る
水
谷
昭
夫
説
を
併
記
す
る
。
後
者
は
使
用

さ
れ
て
い
る
便
箋
が
唐
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
国
特
派
以
降
と
す
る
考
察
で
あ

る
。
但
し
、
句
自
体
は
「
我
鬼
句
抄
補
遺
」
の
「
夏
」
パ
ー
ト
に
「
夕
立
や
土
間

に
と
り
こ
む
大
萬
燈
」
と
あ
り
、
前
後
の
句
の
後
に
「（
七
年
）」
の
表
記
が
あ
る

か
ら
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
吟
で
あ
る
こ
と
は
確
実
。
「
近
作
」
と
い
う

前
書
か
ら
も
私
は
本
書
簡
も
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
と
見
る
が
、
如
何
？
）

芥
川
龍
之
介
書
簡
俳
句

了



 
 
 

辞
世



 
 
 

自
嘲

水
涕
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
の
こ
る 
 
龍
之
介



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
龍
之
介
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
七
月
二
十
四
日
午
前

一
時
か
一
時
半
頃
、
伯
母
フ
キ
の
枕
元
に
や
っ
て
く
る
と
、

「
伯
母
さ
ん
、
こ
れ
を
明
日
の
朝
、
下
島
さ
ん
に
渡
し
て
下
さ
い
。
先
生
が
来
た

時
、
僕
が
ま
だ
寝
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
寝
て
い
た
ら
、
僕
を
起
こ
さ
ず
に

置
い
て
、
そ
の
儘
ま
だ
寝
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
渡
し
て
下
さ
い
。」

と
言
っ
て
短
冊
を
渡
し
た
。
そ
の
後
に
、
薬
物
を
飲
み
、
床
に
入
り
、
聖
書
を
読

み
な
が
ら
、
彼
は
永
遠
の
眠
り
に
就
い
た
。

こ
れ
の
み
、
底
本
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
九
月
一
日
発
行
の

雑
誌
「
墨

十
四

特
集

芥
川
龍
之
介
」
に
所
収
す
る
下
島
勲
（
空
谷
）
宛
オ

リ
ジ
ナ
ル
短
冊
写
真
版
よ
り
起
こ
し
た
。

短
冊
の
サ
イ
ズ
は
三
六
〇
×
六
〇
。
原
型
句
自
体
は
「
澄
江
堂
句
集
」
に
よ
る

と
、
大
正
十
二
年
頃
の
作
か
。「
發
句
」
所
収
の
も
の
と
は
、「
殘
る
」
の
ひ
ら
が

な
表
記
で
相
違
す
る
（
作
句
年
代
を
云
々
し
て
之
を
辞
世
で
な
い
と
す
る
者
が
後

を
絶
た
な
い
が
、
そ
う
い
う
輩
は
辞
世
な
る
も
の
の
な
ん
た
る
か
を
理
解
し
て
い

な
い
愚
昧
な
輩
で
あ
る
。
議
論
を
す
る
価
値
も
な
い
、
お
お
た
わ
け
で
あ
る
）。



し
か
し
、
慄
っ
と
す
る
ほ
ど
美
事
な
彼
の
死
の
シ
ル
エ
ッ
ト
で
は
な
い
か
。

大
正
十
四
年
の
「
土
雛
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
殘
る
」
の
改
案
故
に
、
こ
の
句
を

諧
謔
味
に
富
ん
だ
芥
川
の
軽
み
の
句
境
と
解
す
る
向
き
に
は
全
く
私
は
組
し
な

い
。…

…
バ
ッ
ハ
弾
き
の
名
手
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
は
恐
る
べ
き
怪
演
に
し
て
快
演

の
「
ゴ
ル
ト
ベ
ル
グ
変
奏
曲
」
で
華
々
し
く
実
質
的
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
同
じ

「
ゴ
ル
ト
ベ
ル
グ
変
奏
曲
」
の
新
録
音
演
奏
を
以
っ
て
そ
の
最
期
を
閉
じ
た
―
―

…
…
芥
川
龍
之
介
も
漱
石
激
賞
の
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
作
「
鼻
」
に
始
ま
り
、

そ
の
円
環
を
や
は
り
、
こ
の
剃
刀
の
よ
う
な
「
鼻
」
の
句
で
閉
じ
た
―
―

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
自
嘲
的
諧
謔
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
己
同
一
性

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の

存
在
証
明

レ
ゾ
ン
・
デ
・
ト
ー
ル

へ
の
確
信
犯
と
し
て
の
覚
悟
の
一
句
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
―
―

…
…
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言
っ
た
如
く
―
―
我
々
は
語
り
得
ぬ
も
の

に
つ
い
て
、
沈
黙
せ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
…
…
］

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集
五

手
帳
及
び
ノ
ー
ト
・
断
片
・
日
録
・
遺
漏

へ

http://homepage2.nifty.com/onibi/gakikusyuu4.html

